
　
「
自
校
方
式
」
は
、
給
食
を
食
べ
る
子
ど
も
の
顔
が
見
ら
れ
る
の

で
、
と
て
も
い
い
で
す
ね
。
全
校
で
９
個
だ
け
星
形
の
に
ん
じ
ん
を

コ
ロ
ッ
ケ
に
入
れ
て
、
当
た
っ
た
子
は
給
食
メ
ニ
ュ
ー
の
リ
ク
エ

ス
ト
が
で
き
る
、
そ
ん
な
取
り
組
み

も
「
自
校
方
式
」
だ
か
ら
こ
そ
で
す
。

　
ご
家
庭
で
は
、
テ
レ
ビ
を
消
し
て

一
緒
に
食
べ
る
だ
け
で
も
食
育
に
な

り
ま
す
。
食
育
に
お
悩
み
の
こ
と
が

あ
れ
ば
、
１
校
に
１
人
必
ず
栄
養
士

が
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
聞
い

て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

南志津小学校
石橋裕子栄養士

　　

 

佐
倉
市
は
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
が
自
校
方
式

　　
学
校
給
食
に
は
「
自
校
方
式
」
と
「
セ
ン
タ
ー
方
式
」
が
あ
り
ま
す
。

「
自
校
方
式
」
は
各
学
校
ご
と
に
給
食
室
を
設
け
て
給
食
を
調
理
し
ま

す
。
一
方
、「
セ
ン
タ
ー
方
式
」
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
一

括
で
調
理
し
、
各
学
校
に
配
送
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
全
て
の
小
・
中
学
校
に
給
食
施
設
を
設
け
、「
自
校
方
式
」

に
よ
る
学
校
給
食
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　　　

 

温
か
い
給
食
を
届
け
ら
れ
る
自
校
方
式

　　
「
自
校
方
式
」
で
は
、各
学
校
で
食
材
を
仕
入
れ
て
調
理
す
る
た
め
、

子
ど
も
に
で
き
た
て
の
温
か
い
給
食
を
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
献
立
を
立
て
ら
れ
る
と
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。　

　　　

 

き
め
細
か
な
給
食
指
導
と
柔
軟
な
献
立

　　

市
の
小
・
中
学
校
に
は
必
ず

栄
養
士
の
先
生
が
い
ま
す
。
同

じ
敷
地
内
に
い
る
の
で
、
食
べ

る
子
ど
も
た
ち
の
顔
を
見
な
が

ら
、
き
め
細
か
い
指
導
を
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
運
動
会
の
前
日
に
は

「
が
ん
ば
ろ
う
メ
ニ
ュ
ー
」
を

作
る
と
い
っ
た
、
そ
の
学
校
の

行
事
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
献
立

を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　　

 
地
産
地
消
で
新
鮮
な
食
材
を
使
用
し
て
い
ま
す

　　
「
地
産
地
消
」
と
は
、
地
元
で
収
穫
さ
れ
た
農
産
物
な
ど
を
地
元
で

消
費
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。

　

市
の
給
食
で
は
、
地
元
の
農
産

物
を
給
食
に
多
く
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

　

顔
の
わ
か
る
地
元
の
生
産
者
か

ら
購
入
す
る
の
で
、
安
全
・
安
心

な
食
材
が
手
に
入
り
ま
す
。
ま
た
、

地
元
か
ら
購
入
す
る
こ
と
で
、
時

に
は
そ
の
日
の
朝
採
れ
た
、
新
鮮

で
美
味
し
い
農
産
物
を
安
価
に
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2016（平成 28）年
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 「
い
た
だ
き
ま
〜
す
！
」
元
気
な
声
が
教
室
に
響
き
ま
す
。

 

笑
顔
で
給
食
を
ほ
お
ば
る
子
ど
も
た
ち
。
一
食
一
食
に
込
め
ら

れ
た
作
り
手
の
想
い
が
、
子
ど
も
た
ち
を
笑
顔
に
し
て
い
ま
す
。
　

市
で
は
平
成
28
年
4
月
に
、
第
２
次
佐
倉
市
食
育
推
進
計
画
を
策

定
し
、
食
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
学
校
で
取
り
組
ん

で
い
る
食
育
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。　

　　　

 

食
育
と
は

　　

自
然
が
も
た
ら
す
食
べ
物
、
そ
れ
を
育
て
た
人
へ
の
感
謝
の
心
と

歴
史
あ
る
食
文
化
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む
こ
と
で
す
。

　　　

 

食
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
給
食

　　
伝
統
的
な
郷
土
料
理
や
行
事
食
を
積
極
的

に
給
食
に
取
り
入
れ
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を

育
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
全
て
の
小
・
中
学

校
に
お
い
て
「
津
田
仙
給
食
」、「
お
殿
様
献

立
」、
全
国
学
校
給
食
週
間
に
お
け
る
「
佐

倉
う
ま
い
も
の
自
慢
献
立
」
な
ど
を
実
施
し
、

佐
倉
の
歴
史
や
先
覚
者
、
食
文
化
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
で
美
味
し
い
給
食
の
た
め
に

⬆ 南志津小学校では、郷土料理である「落
花生味噌」を作って、地元の食文化に興味
をもつ "きっかけ "を作っています。

⬆ 各教室を回って、子どもたちの
顔を見ながら細やかな指導ができま
す。これも「自校方式」のメリット。

⬆ 新鮮な食材から作られた給食
を、温かいうちに「いただきま
す！」 自然と笑顔もこぼれます。

学
校
給
食
に
お
け
る
「
食
育
」

⬆ 郷土の先覚者ゆかりの西洋
野菜を取り入れた津田仙給食。

問
い
合
わ
せ
　
指
導
課
☎（
４
８
４
）６
１
９
３

一
食
一
食
に
想
い
を
込
め
て

〜
佐
倉
市
の
学
校
給
食
〜

「落花生味噌」を作ってみよう

①フライパンに油を引きます

②落花生を弱火で煎ります

③良い香りがしてきたら、味噌 ･ 砂
糖 ･ みりんを入れて、砂糖が溶けたら
火を止めます

落花生150g　味噌60g　砂糖60g
油 大さじ 1　みりん 大さじ１

一
食
一
食
、「
愛
情
を
込
め
て
」
作
っ
て
い
ま
す
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わ
た
く
し
た
ち
は
、
印
旛
沼

湖
畔
の
き
れ
い
な
空
気
と
緑
と

太
陽
と
歴
史
に
恵
ま
れ
た
佐
倉

市
民
で
す
。
全
市
民
は
、
力
を

合
わ
せ
て
こ
の
憲
章
を
守
り
、
理

想
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
美
し
く
清
潔

な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
公
衆
道
徳
を

守
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
し
、
明

る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
歴
史
や
自
然

を
大
切
に
し
、
お
く
ゆ
か
し
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
老
人
を
敬
い
、

子
ど
も
を
愛
し
、
あ
た
た
か
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
創
意
と
努
力

を
も
っ
て
、
豊
か
な
ま
ち
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

　
秋
が
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
佐
倉
城
址
公
園
な
ど
の
公
園
や
道
端
で
松

ぼ
っ
く
り
や
ど
ん
ぐ
り
を
見
か
け
る
季
節
で
す
。

　
「
古
今
佐
倉
真
佐
子
」
に
よ
る
と
、
佐
倉
に
は
た
く
さ
ん
の
松
の
木
が

あ
り
ま
し
た
。
松
は
、
山
や
林
の
ま
ま
残
さ
れ
た
り
、
神
社
や
お
寺
の
ご

神
木
と
な
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
人
々
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
利
用
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
た
と
え
ば
大
晦
日
の
日
は
、
城
下
町
の
門
に
は
残
ら
ず
松
飾
り
が
さ
れ

ま
し
た
。「
上
に
は
組
し
め（
輪
飾
り
）を
付
け
、
勝
蔵
院（
佐
倉
幼
稚
園

の
場
所
に
あ
っ
た
寺
）
よ
り
取
り
寄
せ
た
る
し
で
帋か

み

（
紙し

で垂
）と
札
を
、
飾

り
物
に
付
け
た
る
所
へ
一
緒
に
付
け
、
松
竹
相
添
え
て
飾
る
」と
い
う
よ

う
に
、
現
代
で
も
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
飾
り
で
し
た
。
ど
こ
の
家
も
こ

の
よ
う
な
飾
り
を
す
る
の
で
、
町
並
み
が
と
て
も
に
ぎ
や
か
に
見
え
た
そ

う
で
す
。

　
他
に
も
、
野
狐
台
町
の
善
蔵
と
い
う
人
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
り
ま
す
。「
松
作
る
事
名
人
故
、
鉢
松（
盆
栽
）沢
山
に
あ
る
。
よ
く

作
り
こ
み
、
江
戸
へ
出
し
高
値
に
払
う
事
な
り
」と
、
江
戸
で
取
り
引
き

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。「
常
に
絶
え
ず
松
あ
る
。
皆
見
事
な
る
山

（
松
）共
な
り
」
と
い
う
ほ
ど
松
の
盆
栽
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
ど
れ
も
見
事

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
の
大
佐
倉
に
あ
っ
た
浜
宿
村
の
山
に
つ
い
て
は
、「
こ
の
山
の
松

吹
き
上
げ（
風
の
吹
き
上
げ
る
と
こ
ろ
）ゆ
え
、
立た

て
ば
な花（
華
道
の
お
花
）の

松
に
よ
ろ
し
」と
あ
り
、
良
質
な
松
が
華
道
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　
「
古
今
佐
倉
真
佐
子
」に
は
い
た
る
と
こ

ろ
に
松
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
現

在
の
愛
宕
坂
を
上
っ
て
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
に
向
か
う
道
の
あ
た
り
も
、
松
や
杉
、

桜
な
ど
の
木
が
茂
り
、
空
が
見
え
な
い
ほ
ど

だ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に

は
う
っ
そ
う
と
し
た
松
林
が
、
現
代
よ
り
も

た
く
さ
ん
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
当
時
の
佐
倉

の
人
々
は
、
松
を
上
手
に
活
用
し
て
生
活
に

取
り
入
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

文
化
課　

☎
（
４
８
４
）
６
１
９
２

佐
倉
に
た
く
さ
ん

あ
っ
た
松
の
木

《其の51》

新  

佐
倉 

錦
め
が
ね

「
古こ

こ
ん
さ
く
ら

今
佐
倉
真ま

さ

ご
佐
子
」
に
見
る
江
戸
時
代
の
佐
倉

⬆ 佐倉城址公園の松ぼっくりと
どんぐり

佐
倉
朝
日
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
36
回

　
全
国
か
ら
１
万
人
を
超
え
る
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加

す
る「
佐
倉
朝
日
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」。
佐
倉
の

自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
大
会
も
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
部
を
日
本
陸
連
公

認
大
会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

平
成
29
年
３
月
26
日
㊐
（
雨
天
決
行
）　

岩
名
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
周
辺

11/15
申込開始

◉
マ
ラ
ソ
ン
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

日
時　

平
成
29
年
３
月
26
日
㈰
午
前
７
時
〜
午
後

３
時
30
分（
予
定
）　

内
容　

コ
ー
ス
で
の
場
外
監
察 

な
ど

対
象　

配
置
場
所
ま
で
各
自
で
移
動
で
き
る
か
た

※
配
置
場
所
は
主
催
者
が
決
定

◉「
公
認
審
判
員
資
格
」を
取
得
し
ま
せ
ん
か
？

　
日
本
陸
上
競
技
連
盟
の
公
認
審
判
員
の
資
格
取

得
を
目
指
す
か
た
向
け
の
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。
資
格
を
取
得
し
、
審
判
員
と
し
て
マ
ラ
ソ
ン

大
会
な
ど
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？ 

日
時　

平
成
29
年
１
月
14
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

４
時　
要
申
し
込
み
・
無
料

場
所　
岩
名
運
動
公
園 

陸
上
競
技
場

※
研
修
を
受
講
さ
れ
た
か
た
は
、
平
成
29
年
２
月

26
日
㈰
に
実
施
さ
れ
る
、
千
葉
陸
上
競
技
協
会
の

公
認
審
判
員
講
習
会
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す

（
費
用
２
０
０
０
円
は
自
己
負
担
）

内
容　

わ
か
り
や
す
い
陸
上
競
技
規
則
の
解
説 

Ｑ
＆
Ａ

対
象　

佐
倉
朝
日
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
今
年
度
参
加
申
し
込
み
を
し
、
公

認
審
判
員
の
資
格
を
取
得
し
た
い
、
18
歳
以
上
の

か
た 

※
高
校
生
不
可

【
共
通
事
項
】

締
め
切
り　

11
月
30
日
㈬（
必
着
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

は
が
き
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、
〒
285
│
８
５
０
１ 

海
隣
寺
町
97 

佐
倉
朝

日
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局（
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
課
内
☎（
４
８
５
）２
９
２
９
、
℻（
４

８
４
）１
６
７
７

日
程
・
場
所　

▼
３
コ
ー
ス
：
南
部
保
健
セ
ン

タ
ー 

12
月
１
日
㈭
・
14
日
㈬ 

▼
４
コ
ー
ス
：
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー 

平
成
28
年
１
月
18
日
㈬
・

２
月
１
日
㈬ 

▼
５
コ
ー
ス
：
西
部
保
健
セ
ン

タ
ー 

２
月
15
日
㈬
・
３
月
１
日

㈬※
１
・
２
コ
ー
ス
は
終
了

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時（
受
付

午
後
零
時
50
分
〜
）

要
申
し
込
み
・
無
料

内
容　
自
分
の
適
正
体
重
と
必
要

エ
ネ
ル
ギ
ー
量

の
計
算
、
食
べ

方
や
調
理
法
の

工
夫
、
試
食
な

ど対
象　

20
〜
74
歳
で
、
生
活
習
慣

病
予
防
の
た
め
に
食
生
活
を
改
善

し
た
い
市
民
の
か
た

定
員　

各
コ
ー
ス
25
人（
先
着
順
）

締
め
切
り　
各
コ
ー
ス
開
催
の
前

日
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎（
４
８
５
）６
７
１
２

1 

野
菜
た
っ
ぷ
り
！

ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー

日
時　

12
月
８
日

㈭
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
１
時

要
申
し
込
み

場
所　

西
部
保
健

セ
ン
タ
ー 

担
当　

食
生
活
改
善
推
進
員 

志

津
Ａ
支
部　

費
用　
４
５
０
円

定
員　
20
人（
多
数
時
抽
選
）

締
め
切
り　
11
月
25
日
㈮（
消
印

有
効
）

2 
脂
質
を
控
え
て
美
味
し
く
食
べ

よ
う
！
脂
質
異
常
症
予
防
講
習
会

日
程
・
場
所　

▼
12
月
20
日
㈫
・

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

▼
12
月
22

日
㈭
・
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー　

※
両
日
と
も
内
容
同
じ　

要
申
し
込
み

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
零

時
30
分

担
当　

食
生
活
改
善
推
進
員
生
活

習
慣
病
予
防
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

費
用　
５
０
０
円

定
員　
各
20
人（
多
数
時
抽
選
）

締
め
切
り　
11
月
30
日
㈬（
消
印

有
効
）

《
共
通
》

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

布
巾
、
筆
記
用
具

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

往
復

は
が
き
に
、
講
座
名
・（
2
は
希

望
日
）・住
所・氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
電
話
番
号
、
返
信
面
に
宛

名
を
記
入
し
、
〒
285
│

０
８
２
５ 

江
原
台
２
│
27 

健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
☎（
４
８
５
）６
７
１
２
へ

〝
食
改
さ
ん
〞
の
料
理
教
室

お
い
し
く
て
健
康
に
よ
い
食
事
を
学
ぼ
う

日
々
の
食
事
で
メ
タ
ボ
予
防

知
っ
て
得
す
る
調
理
法
♪ 

講
習
会

日
時　
12
月
８
日
㈭
午
後
１
時
50

分
〜
４
時（
１
人
40
分
間
）

要
申
し
込
み
・
無
料

場
所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

対
象　
人
間
関
係
や
こ
こ
ろ
の
悩

み
を
相
談
し
た
い
市
民
の
か
た

※
予
約
時
に
電
話
で
問
診
あ
り

※
投
薬
、
診
療
、
治
療
目
的
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
で
き
ま
せ
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎（
４
８
５
）６
７
１
２

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る 
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

参加者
募集

部門 対象 参加費
フルマラソンの部 18歳以上  5000 円
10ｋｍ一般の部 16歳以上  4000 円

高校生  3000 円
10 ｋｍ市民の部 16歳以上の市民のかた  3000 円
３ｋｍの部 FunRun健康マラソンの部  2200 円

中学生  1700 円
小学生  1200 円

部門別の対象・参加費

※フルマラソンの部：定員6500人、10㎞の部：定員5000人
※年齢（大会当日が基準）による部門分けあり
※Fun Runは表彰なし

【
申
込
期
間
】
11
月
15
日
㈫
〜
12
月
28
日
㈬
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
） 

※
大
会
要
項
・
払
込
取
扱
票
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
・

各
出
張
所
で
配
布
し
て
い
ま
す

【
参
加
資
格
】

▼
日
本
陸
連
登
録
者
お
よ
び
一
般
競
技
者

▼
大
会
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
該
当
距
離
を
制
限
時
間
内
に
完
走

で
き
る
能
力
の
あ
る
健
康
な
か
た

▼
市
民
の
部
は
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
か
た

※
18
歳
未
満
は
、
保
護
者
の
同
意
が
必
要

【
申
込
方
法
】

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
ラ
ン
テ
ス（http://runnet.jp/

）か
ら
。

支
払
い
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な

ど
で
支
払
い
。

▼
郵
便
局
…
所
定
の
払
込
取
扱
票（
コ
ピ
ー
不
可
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
参
加
費
を
送
金
。

※
申
込
受
付
後
の
返
金
・
種
目
変
更
は
で
き
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ　

佐
倉
朝
日
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
事

務
局（
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）
☎（
４
８
５
）２
９
２
９

★★20161115p02_03.indd   2 2016/11/07   19:42:26



3…トピックス 2016 年（平成 28 年）11 月 15 日〈1249 号〉

平
成
28
年
度 

障
害
に
つ
い
て
学
ぶ
市
民
講
座 

〜
障
害
者
週
間
〜

「
誰
も
が
住
み
や
す
い
佐
倉 

〜
地
域
で
共
に
暮
ら
す
〜
」

●
佐
倉
学
講
座
「
印
旛
沼『
動
物

の
刷
り
込
み
行
動
か
ら
文
明
化
し

た
ヒ
ト
の
行
動
を
考
え
る
』」

日 

11
月
26
日
㈯
午
前
10
時
〜
正

午　
要
申
し
込
み
・
無
料

講 

堀
田
和
弘（
元
千
葉
敬
愛
短
期

大
学
学
長
）、
浅
野
俊
雄（
日
本

野
鳥
の
会
）

定 

90
人（
先
着
順
）

申 
電
話
で

■
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
工
事
に
よ

る
使
用
停
止
の
お
知
ら
せ

停
止
期
間　
12
月
１
日
㈭
〜
平
成

29
年
１
月
31
日
㈫（
予
定
）

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
佐
倉
学
「
江
戸
時
代
の
灯
り 

椿
油
を
作
ろ
う
！
」

日 

12
月
５
日
㈪
午
前
９
時
〜
正

午
、
19
日
㈪
午
前
10
時
〜
11
時

要
申
し
込
み
・
無
料

内 

佐
倉
産
椿
で
椿
油
を
作
製

定 

９
人（
先
着
順
）

持 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ゴ
ム

手
袋
、
ペ
ン
チ
、
小
瓶（
２
０
０

㎖
以
下
）

申 

電
話
で

●
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
講
座

〜
葉
ぼ
た
ん
を
使
っ
て
〜

日 

▼
12
月
14
日
㈬ 

▼
21
日
㈬
午

前
10
時
〜
午
後
零
時
30
分

要
申
し
込
み

内 

季
節
の
花
を
用
い
た
ハ
ン
ギ

ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
制
作

講 

遠
藤
富
士
子（
Ｊ
Ｈ
Ｂ
Ｓ
ハ
ン

ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
マ
ス
タ
ー
）

費 

３
０
０
０
円（
材
料
費
）

対 

成
人

定 

各
10
人（
先
着
順
）

持 

エ
プ
ロ
ン
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー

ト（
１
・
８
ｍ
×
１
・
８
ｍ
程
度
）、

ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
袋（
大
）、割
り

箸
、
新
聞
紙（
朝
刊
１
日
分
）

申 

電
話
で

●
高
齢
者
の
た
め
の
金
融
講
座

「
知
っ
て
お
こ
う
！ 

あ
な
た
の
ま

わ
り
の
消
費
者
被
害
」

（
根
郷
寿
大
学
市
民
公
開
講
座
）

日 
12
月
16
日
㈮
午
前
10
時
〜
正

午　
要
申
し
込
み
・
無
料

内 
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
対
処
法
な
ど

講 

県
金
融
広
報
委
員
会
職
員

定 

16
人（
先
着
順
）

申 

電
話
で

中
央
公
民
館

☎（
４
８
５
）１
８
０
１

根
郷
公
民
館

☎（
４
８
６
）３
１
４
７

講
師　

久
保
厚
子（
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合

会
会
長
）

定
員　
３
０
０
人（
先
着
順
）

※
午
前
９
時
45
分
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

「
手
話
コ
ー
ラ
ス
」
を
行
い
ま
す

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

※
託
児
は
、11
月
18
日
㈮
ま
で
に
要
申
し
込
み（
無
料
）

問
い
合
わ
せ　

佐
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会 

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎（
４
８
４
）６
１
９
８
、
℻（
４

８
６
）２
５
１
８

　

障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、

人
格
と
個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
共
生
す

る
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
朝
市「
よ
っ
と
い
で
！ 

市
場
」

日 

11
月
19
日
㈯
午
前
９
時
〜
11

時
30
分　
※
雨
天
中
止

場 

町
田
児
童
公
園

内 

農
産
物
、
加
工
品
、
工
芸
品

な
ど
の
販
売 

ほ
か

問 

よ
っ
と
い
で
人
口
委
員
会
・

柿
崎
☎（
４
８
５
）２
６
５
３

●
講
演「
障
害
者
差
別
解
消
法
と

学
校
教
育 

―
発
達
障
害
の
あ
る

子
ど
も
へ
の
支
援
を
中
心
に
―
」

　

障
害
者
差
別
解
消
法
に
つ
い

て
、
主
に
発
達
障
害
の
あ
る
子
ど

も
へ
の
支
援
を
学
び
ま
す
。

日 

11
月
22
日
㈫
午
前
10
時
〜
11

時
45
分　
要
申
し
込
み
・
無
料

場 

中
央
公
民
館

講 

佐
藤
愼
二（
植
草
学
園
短
期
大

学
教
授
）

定 

１
５
０
人（
先
着
順
）

申 

問 

社
会
教
育
課

☎（
４
８
４
）６
１
８
９

●
子
育
て
講
座「
子
ど
も
に
伝
わ

る『
話
し
方
、ほ
め
方
、し
か
り
方
』」

日 

11
月
25
日
㈮
午
前
10
時
〜
正

午　
要
申
し
込
み
・
無
料

場 

ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉

対 

子
育
て
中
の
市
民
の
か
た

定 

30
人（
先
着
順
）

※
託
児
あ
り（
生
後
６
か
月
〜
・

先
着
10
人
）

申 

問 

子
育
て
支
援
課
☎（
４
８

４
）６
２
４
６

●
佐
倉
太
極
拳
交
流
大
会
・
千
葉

太
極
拳
同
好
会
表
演
武
大
会

日 

11
月
26
日
㈯
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分

観
覧
無
料
・
申
し
込
み
不
要

場 

市
民
体
育
館

問 

市
武
術
太
極
拳
連
盟

☎（
４
６
１
）０
９
９
６

●
印
旛
沼
環
境
基
金
公
開
講
座

「
い
ん
ば
沼
の
水
質
浄
化
を
考

え
る
―
排
水
路
等
の
各
種
水
質

浄
化
施
設
を
事
例
に
し
て
―
」

日 

12
月
３
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

要
申
し
込
み
・
無
料

場 

ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉

講 

本
橋
敬
之
助（
印
旛
沼
環
境
基

金
上
席
研
究
員
）　

内 

手
賀
沼
で
講
じ
ら
れ
た
浄
化

対
策
事
例
な
ど

定 

１
０
０
人（
先
着
順
）

申 

問 

環
境
政
策
課

☎（
４
８
４
）４
２
７
８

●
や
と
み
直
売
所「
冬
の
感
謝
祭
」

日 

12
月
４
日
㈰
午
前
９
時
〜
午

後
４
時　

内 

季
節
の
野
菜
の
ほ
か
、
餅
や

焼
き
い
も
、
落
花
生
な
ど
の
販
売

場 

問 

や
と
み
直
売
所（
岩
富
町

５
３
２
）
☎（
４
９
８
）
１
３
１

６

場
所　
志
津
公
民
館

講
師　

吉
村
真
理
子（
千
葉
敬
愛

短
期
大
学
現
代
子
ど
も
学
科
教
授
）

対
象　

市
内
在
住
の
か
た

定
員　
１
５
０
人（
先
着
順
）

締
め
切
り　
11
月
25
日
㈮

※
託
児
あ
り（
生
後
６
か
月
〜
就

学
前
。
先
着
10
人
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

子
育

て
支
援
課
☎（
４
８
４
）６
２
４
６

　

祖
父
母
世
代
と
パ
パ
マ
マ
世
代
が
、
同
じ
子

育
て
情
報
を
持
つ
こ
と
は
、
よ
い
関
係
作
り
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

時
代
と
共
に
変
化
す
る
子
育
て
の
仕
方
、
時

代
が
変
わ
っ
て
も
大
切
に
し
た
い
子
育
て
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

一
緒
に
学
ぼ
う
！ 

最
近
の
子
育
て
事
情

講
演
会「
昔
の
子
育
て
・
今
の
子
育
て
」

魅
力
ア
ッ
プ
講
座
付
き 

キ
ラ
メ
キ
婚
活

日
時　
12
月
17
日
㈯
❶
25
〜
35
歳

の
か
た 

午
前
９
時
30
分
〜 

❷
36

〜
45
歳
の
か
た 

午
前
11
時
〜

要
申
し
込
み

場
所　

ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉

対
象　
本
気
で
結
婚
を
考
え
て
い

る
25
歳
か
ら
45
歳
の
か
た
で
、
結

婚
後
、佐
倉
市
に
住
み
続
け
た
い
、

も
し
く
は
住
み
た
い
か
た

費
用　
２
０
０
０
円

定
員　

❶
❷
男
女
各
10
人（
多
数

時
抽
選
）

締
め
切
り  

11
月
29
日
㈫

申
し
込
み　

新
規
申
し
込
み
の
か

た
は
、
婚
活
支
援
協
議
会
へ
の

事
前
登
録（
無
料
）が
必
要
で
す
。

郵
送
ま
た
は
持
参
で
、
イ
ベ
ン
ト

利
用
登
録
申
込
書（
市
役
所
・
出

婚活
イベント
第３弾

張
所
窓
口
で
配
布
。
専
用
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）を

記
入
の
上
、
顔
写
真
付
き
身
分
証

明
書
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
、
〒
285

│
８
５
０
１ 
市
役
所
自
治
人
権
推
進

課
内
婚
活
支
援
協
議
会
事
務
局
へ

問
い
合
わ
せ　

自
治
人
権
推
進
課

☎（
４
８
４
）６
１
２
８

●
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

定
期
歩
行
会

日
時　

11
月
18
日
㈮
・
12
月
７

日
㈬
午
前
10
時
〜 

要
申
し
込
み 

※
毎
月
第
１
水
曜
日
・
第
３
金

曜
日

費
用　
５
０
０
円（
ポ
ー
ル
レ
ン

タ
ル
代
別
途
５
０
０
円
）

定
員　
15
人（
先
着
順
）

●
簡
単
ヨ
ガ
教
室

日
時　

11
月
19
日
㈯
午
後
２
時

〜 

※
毎
月
第
３
土
曜
日

申
し
込
み
不
要

費
用　
５
０
０
円

●
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
！

日
程　
11
月
20
日
㈰

観
覧
無
料

●
座
っ
た
ま
ま
の

健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

日
時　

11
月
24
日
㈭
午
前
11
時

〜 

※
毎
月
第
４
木
曜
日

申
し
込
み
不
要

費
用　
５
０
０
円

●
落
ち
葉
で
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
！

日
程　
11
月
中
旬
頃
〜　
無
料

※
落
ち
葉
の
状
況
に
よ
り
ま
す

●
雨
の
日
限
定「
み
ん
な
で
て
る

て
る
坊
主
を
作
ろ
う
！
」

　

た
く
さ
ん
て
る
て
る
坊
主
を

作
っ
て
、
天
気
を
願
お
う
！

　
作
っ
た
て
る
て
る
坊
主
は
、
1

個
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

※
日
程
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

《
利
用
案
内
》

開
園
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分

入
園
料　
大
人
４
１
０
円
、
小
中

学
生
１
０
０
円
、
未
就
学
児
無
料

休
園
日　

月
曜
日

問
い
合
わ
せ　
佐
倉
草
ぶ
え
の
丘

☎（
４
８
５
）７
８
２
１

佐
倉
草
ぶ
え
の
丘
で

紅
葉
狩
り
を
楽
し
も
う

12
月
３
日
〜
９
日
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す

※
毎
月
第
３
土
曜
日

11
月
26
日
㈯
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

要
申
し
込
み
・
無
料　

12
月
４
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

（
開
場 

午
前
９
時
15
分
〜
）

志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

無
料
・
申
し
込
み
不
要

日
時　

11
月
25
日
㈮
午
後
零

時
15
分
〜（
約
30
分
）

無
料
・
申
し
込
み
不
要

場
所　

市
役
所
１
号
館

出
演　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン（
三
原

愛
里
）、
チ
ェ
ロ（
三
原
香
璃
）

問
い
合
わ
せ　

文
化
課

☎（
４
８
４
）６
１
９
１

市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

♬ 

昼
の
小
さ
な
音
楽
会

キ
ネ
マ
の
夕
べ

名
作
日
本
映
画
を
上
映

１
リ
ッ
ト
ル
の
涙
（
平
成
16
年

／「
１
リ
ッ
ト
ル
の
涙
」上
映
委
員
会
）

11
月
30
日
㈬
午
後
７
時
〜

　

中
学
３
年
生
で
難
病
を
発
症

し
た
木
藤
亜
也
さ
ん
の
闘
病
日

記
を
基
に
し
た
書
籍
を
映
像
化

し
た
感
動
作
。

無
料
・
申
し
込
み
不
要

監
督　
岡
村
力　

出
演　

大
西
麻
恵
、
か
と
う
か
ず

こ 

ほ
か

場
所　
市
民
音
楽
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ　
文
化
課

☎（
４
８
４
）
６
１
９
１
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■
議
会
日
程

▼
招
集
日 

11
月
28
日
㈪
午
後
１

時
〜 

▼
一
般
質
問 

12
月
５
日
㈪

〜
８
日
㈭
午
前
10
時
〜 

▼
常
任

委
員
会 

12
月
12
日
㈪
〜
15
日
㈭  

▼
最
終
日 

12
月
19
日
㈪
午
後
１

時
〜 

※
日
程
は
変
更
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

　
招
集
日
、
一
般
質
問
、
最
終
日

の
模
様
を
、
開
催
時
間
中
に
ラ
イ

ブ
中
継
。
録
画
中
継
は
、
各
開
催

日
の
約
１
週
間
後
か
ら
配
信
。

■
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
議
会
放
映

　
招
集
日
、
一
般
質
問
、
最
終
日

の
模
様
を
、
各
開
催
日
の
翌
日
午

後
５
時
30
分
か
ら
放
送
。

地
上
デ
ジ
タ
ル 

➡ 

10 

ch 

デ
ジ
タ
ル
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ 

➡ 

３
０
１
ch

問
い
合
わ
せ  

議
会
事
務
局

☎（
４
８
４
）６
２
５
４

佐
倉
市
議
会
1 1
月
定
例
会

佐
倉
市
表
彰

佐
倉
市教育

功
労
者
表
彰

　
市
政
の
発
展
、
公
益
の
増
進
な

ど
に
顕
著
な
功
労
が
あ
っ
た
、
11

人
の
か
た
と
４
団
体
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た（
11
月
３
日
）。【
敬
称
略
】

多
々
良
信
、鳥
塚
徹
、根
本
守
男
、

松
本
春
雄
、
目
等
洋
二
、
吉
澤
鏡

　
自
治
会
長
と
し
て
、
地
域
社
会
の

発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

川
上
三
郎
、
黒
川
隆
生

　
民
生
委
員・児
童
委
員
と
し
て
、

社
会
福
祉
の
増
進
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

渡
辺
徹

　
建
築
審
査
会
委
員
と
し
て
、
建

築
行
政
の
発
展
に
ご
貢
献
い
た
だ

き
ま
し
た
。

齋
藤
惠
子

　
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
、
教

育
行
政
の
発
展
に
ご
貢
献
い
た
だ

き
ま
し
た
。

京
増
博

　
学
校
教
育
の
振
興
に
関
す
る
事

業
に
役
立
て
る
た
め
、
多
額
の
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

公
益
財
団
法
人 

佐
倉
緑
の
基
金

　
長
年
に
わ
た
っ
て
谷
津
環
境
の

保
全
や
普
及
啓
発
活
動
等
を
継
続

さ
れ
、
市
の
環
境
保
全
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

佐
倉
市
花
の
銀
行

　
長
年
に
わ
た
っ
て
花
い
っ
ぱ
い

　
佐
倉
市
の
教
育
や
学
術
、
文
化

の
振
興
な
ど
に
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
か
た
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

（
11
月
３
日
）。【
敬
称
略・順
不
同
】

齋
藤
惠
子（
前
教
育
委
員
）、
天
本

安
一（
学
校
医
）、比
留
間
信
夫（
佐

倉
市
教
育
支
援
委
員
会 

委
員
）、

渡
辺
菊
江（
佐
倉
市
社
会
教
育
委

員
）、
蓮
淳
子
（
幼
児
教
育
研
究

家
）、
古
嶋
美
文（
校
長
）、
髙
橋

正
雄（
校
長
）、浅
野
宏
美（
校
長
）、

宮
島
誠
一（
校
長
）、
林
賢
治（
校

長
）、
勝
田
敏
彦（
校
長
）、
鈴
木

優
一（
教
頭
）、作
田
博
成（
教
頭
）、

岩
立
明（
教
頭
）、細
川
浩
美（
教
諭
）

【狩猟期間がはじまります】11 月 15 日㈫～平成 29 年２月 15 日㈬　狩猟者は事故防止対策を行いましょう。　　千葉県 自然保護課 ☎（223）2972

運
動
を
推
進
さ
れ
、「
佐
倉
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
フ
ェ
ス
タ
」の
運
営
の
一

部
を
担
う
な
ど
、
市
の
観
光
振
興

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
く
ら
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

　

長
年
に
わ
た
っ
て
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
等
の
防
犯
活
動
を
継
続
さ

れ
、
地
域
の
防
犯
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

カ
レ
ッ
ジ
園
芸

　
長
年
に
わ
た
っ
て
環
境
美
化
活

動
を
継
続
さ
れ
、
地
域
社
会
の
発

展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
時
　
11
月
19
日
㈯
午
後
２
時
30

分
～
４
時

無
料
・
申
し
込
み
不
要

場
所
　
臼
井
南
中
学
校 

柔
剣
道
場

テ
ー
マ
　
保
護
者
・
学
校
・
地
域

で
防
災
に
つ
い
て
考
え
よ
う 

～

考
え
よ
う 

家
庭
・
学
校
・
地
域

と
の
連
携
～

内
容
　
地
域
と
連
携
し
た
防
災
対

応
に
つ
い
て
、
市
職
員
や
保
護
者

を
交
え
、
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

来
場
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

★
11
月
16
日
は
佐
倉
市
教
育
の
日

問
い
合
わ
せ　
教
育
総
務
課

☎（
４
８
４
）６
１
８
３

佐
倉
市
教
育
の
日
関
連
行
事

教
育
ミ
ニ
集
会
・
教
育
講
話
会

●
第
62
回 

佐
倉
市
幼
小
中
学
校

図
画
書
写
作
品
展
最
優
秀
賞
受
賞
者

【
図
画
・
美
術
の
部
】小
川
珠
蘭（
小

竹
幼
）、
小
笠
𠩤
海
璃（
内
郷
小
）、

青
田
優
華（
山
王
小
）、
池
田
脩

信（
井
野
小
）、
多
田
永
悟（
白
銀

小
）、
相
澤
玲
緒
奈（
間
野
台
小
）、

川
原
萌
々
香（
染
井
野
小
）、
鈴

木
孝
明（
南
部
中
）、飯
田
真
央（
南

部
中
）、
小
林
優
羽（
臼
井
中
）

【
書
写
の
部
】
和
田
奈
弓（
王
子

台
小
）、
中
澤
美
佳（
染
井
野
小
）、

山
田
藍
璃
（
佐
倉
小
）、大
圖
希
々

（
寺
崎
小
）、大
塚
湧
翔（
小
竹
小
）、

中
村
京
香（
西
志
津
小
）、
黒
木

光
希（
臼
井
中
）、
川
島
諒
子（
上

志
津
中
）、
神
田
め
ぐ
み（
臼
井

西
中
）

問 

指
導
課
☎（
４
８
４
）６
１
８
５

●
仕
事
と
暮
ら
し
の
出
張
相
談
会

（
家
計
セ
ミ
ナ
ー
）

日
時
　
11
月
25
日
㈮
午
前
10
時
～

午
後
３
時（
正
午
～
午
後
１
時
は

休
憩
）　

場
所　
南
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

無
料
・
予
約
優
先（
当
日
相
談
可
）

申 

問 

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支

援
窓
口
☎（
３
０
９
）５
４
８
３

●
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）に
よ
る
全
国
一
斉
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

日
時　
11
月
29
日
㈫
午
前
11
時
ご

ろ 

※
災
害
の
発
生
状
況
や
気
象

状
況
な
ど
に
よ
り
、
訓
練
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

内
容　
市
内
108
か
所
に
設
置
し
て

い
る
防
災
行
政
無
線
で
次
の
と
お

り
一
斉
放
送
し
ま
す
。

▼「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
。
こ

れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
。
こ
れ
は
、

テ
ス
ト
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う

さ
い
さ
く
ら
で
す
」

問 

危
機
管
理
室 

☎（
４
８
４
）

６
１
３
１

●
法
律
・
税
金
・
登
記
相
談

日
時
　
12
月
３
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
４
時（
受
付
：
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時
）　

場
所　
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐

倉　
無
料
・
申
し
込
み
不
要

内
容　
離
婚
、相
続
、債
務
整
理
、

税
金
、
登
記
、
境
界
問
題 

な
ど

問 

自
治
人
権
推
進
課
☎（
４
８

４
）６
１
２
８

●
役
立
つ
！ 

中
高
年
の
再
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー

日
時
　
12
月
６
日
㈫
午
前
10
時
～

午
後
零
時
30
分

場
所　
志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー　
要
申
し
込
み
・
無
料

内
容　
求
人
情
報
の
収
集
と
使
い

方
、
公
共
の
職
業
訓
練 

な
ど

対
象　
40
～
65
歳
で
求
職
中
の
か
た

定
員　
30
人（
先
着
順
）

【
同
日
・
同
場
所
で
開
催
】

▼
生
活
就
労
に
関
す
る
出
張
相
談

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

要
申
し
込
み
・
無
料

対
象　
求
職
中
の
か
た

定
員　
４
人（
先
着
順
）

申 

問 

産
業
振
興
課
☎（
４
８
４
）

６
１
４
５

●
育
児
・
介
護
休
業
法
と
男
女
雇

用
機
会
均
等
法
が
、
平
成
29
年
１

月
１
日
よ
り
改
正
さ
れ
ま
す

主
な
改
正
点　
介
護
休
業
の
分
割
取

得
や
半
日
単
位
の
子
の
看
護
休
暇
・

介
護
休
暇
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
休

業
等
を
理
由
と
す
る
嫌
が
ら
せ
に
対

す
る
防
止
措
置
義
務 

な
ど

▼「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
特
別
相

談
窓
口
」を
開
設
し
て
い
ま
す

期
間　
12
月
28
日
㈬
ま
で
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

問 

千
葉
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室
☎（
２
２
１
）２
３
０
７

●「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
」が
活
動
し
て
い
ま
す

　
保
健
師
・
看
護
師
・
社
会
福
祉

士
な
ど
の
複
数
の
専
門
職
が
自
宅

に
訪
問
し
て
、
認
知
症
が
疑
わ
れ

る
か
た
へ
の
医
療
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
向
け
た
支
援
や
、
介
護

者
の
負
担
軽
減
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

★
ご
相
談
は
、
最
寄
り
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

※
各
セ
ン
タ
ー
の
問
い
合
わ
せ
先

は
、
８
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い

問 

高
齢
者
福
祉
課
☎（
４
８
４
）

６
３
４
３

お 

知 

ら 

せ

問

　
コ
ン
ポ
ス
ト
、
発
酵
菌
式
生
ご

み
減
容
器
、
電
気
式
生
ご
み
処
理

機
を
市
の
取
扱
指
定
店
で
購
入
す

る
場
合
、
購
入
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

【
補
助
の
要
件
】

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た

▼
市
内
在
住 

▼
機
器
の
設
置
場

所
が
あ
る 
▼
処
理
さ
れ
た
物
を

自
ら
の
責
任
で
処
理
で
き
る

※
市
の
取
扱
指
定
店（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照
）で
購
入
手
続
き
が

必
要
で
す

【
補
助
対
象
機
器
】

❶
コ
ン
ポ
ス
ト（
生
ご
み
の
堆
肥

化
容
器
）

❷
発
酵
菌
に
よ
る
生
ご
み
減
容
器

❸
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

【
補
助
金
額
】（
１
基
あ
た
り
）

❶
❷
購
入
価
格（
消
費
税
除
く
）

の
１
／
３（
１
０
０
円
未
満
切
り

捨
て
・
上
限
２
０
０
０
円
）

※
年
度
内
１
世
帯
２
基
ま
で

❸
購
入
価
格（
消
費
税
除
く
）の

１
／
４（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨

て
・
上
限
１
万
円
）

※
年
度
内
１
世
帯
１
基
ま
で

【
手
続
き
方
法
】

　
購
入
時
に
印
鑑
と
免
許
証
な
ど

の
住
所
・
氏
名
を
確
認
で
き
る
も

の
を
取
扱
指
定
店
に
持
参
し
、
備

え
付
け
の
書
類
を
作
成
す
る
と
、

補
助
金
相
当
額
を
控
除
し
た
金
額

で
購
入
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
廃
棄
物
対
策
課

☎（
４
８
４
）６
１
４
９

ご
み
の
減
量
に
大
活
躍
！

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
を
補
助
し
ま
す

臨
時
福
祉
給
付
金
の

申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
！

　
「
平
成
28
年
度 

臨
時
福
祉
給
付
金
」「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金（
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
）」の
申

請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
必
ず
、
申
請
期
間
内
に
申
請
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
市
か
ら
申
請
書
を
お
送
り
し
た
か
た
で
未
申
請
の
か
た
に
は
、

11
月
中
旬
に
お
知
ら
せ
の
は
が
き
を
送
付
予
定
で
す

締
め
切
り
　
12
月
14
日
㈬（
消
印
有
効
） 

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
課 

臨
時
福
祉
給
付
金
担
当

 

☎（
４
８
４
）６
０
２
１
、
☎（
４
８
４
）６
０
３
４

12/14まで

佐
倉
市
表
彰 

佐
倉
市
教
育
功
労
者
表
彰

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
は
、
平
成
29
年
度

に
制
度
開
始
か
ら
１
０
０
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま

す
。
近
年
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
な
り
手
不

足
が
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
12
月
１
日
以
降
、
23
の
区
域
が
欠
員
と

な
る
見
込
み
で
す
。
欠
員
地
区
に
つ
い
て
は
、
近

隣
他
地
区
担
当
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
カ

バ
ー
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
受

け
持
ち
の
区
域
や
世
帯
数
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ

る
担
当
民
生
委
員
の
負
担
や
、
市
民
へ
の
支
援
な

ど
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

お
互
い
が
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
選
出
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
課☎（

４
８
４
）
６
１
３
５

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

が
12
月
に
一
斉
改
選
さ
れ
ま
す

選
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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●
図
書
館
協
議
会
委
員

　
図
書
館
の
運
営
や
事
業
な
ど
に

つ
い
て
ご
意
見
を
伺
う
た
め
、
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
次
の
資
格
を
す
べ
て
満
た

す
か
た 

▼
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
か
た 

▼
本
市
の
付
属
機
関
等

の
委
員
を
３
つ
以
上
兼
ね
て
い
な

い
か
た 

▼
国
・
地
方
公
共
団
体
の

議
員
、
本
市
の
常
勤
職
員
で
な
い

か
た 

※
年
２
～
３
回
の
会
議
に
出
席
し

て
い
た
だ
け
る
か
た

定
員　
３
人

任
期　
平
成
29
年
２
月
１
日
～
平

成
31
年
１
月
31
日（
２
年
間
）

応
募
方
法　

申
込
書（
各
図
書
館

で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）と
小
論
文「
こ

れ
か
ら
の
図
書
館
の
役
割
と
期
待

す
る
も
の
」（
１
０
０
０
字
程
度
・

様
式
自
由
）を
郵
送
、
ま
た
は
持

参
で
佐
倉
図
書
館
へ

※
持
参
の
場
合
、
志
津
図
書
館
・

佐
倉
南
図
書
館
で
も
申
し
込
み
可

応
募
期
間　
11
月
16
日
㈬
～
12
月

７
日
㈬（
必
着
）

※
持
参
の
場
合 

▼
午
後
５
時
ま

で 

▼
佐
倉
南
図
書
館
の
み
12
月

４
日
㈰
ま
で

選
考
方
法　

書
類
選
考 

※
選
考
結
果
は
全
員
に
通
知
、
応

募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

申 

問 

〒
285
─

０
０
２
３ 

新
町
１

８
９
―
１ 

佐
倉
図
書
館
☎（
４
８

５
）０
１
０
６

●
保
育
園
臨
時
・
非
常
勤
職
員

▼
保
育
士　
資
格 

保
育
士

▼
看
護
師　
資
格 

正
看
護
師

▼
保
育
支
援
員
　
資
格 

不
問
、

子
育
て
経
験
の
あ
る
か
た（
主
に

延
長
保
育
に
従
事
）

勤
務
先
　
市
立
保
育
園

応
募
方
法　
電
話
で
面
接
日
程
を

調
整
後
、
履
歴
書（
写
真
貼
付
）、

有
資
格
者
は
資
格
証
明
の
写
し
を

面
接
時
に
持
参

採
用
期
間　
平
成
28
年
度
中

※
詳
細
は
要
問
い
合
わ
せ

申 

問 

子
育
て
支
援
課
☎（
４
８

４
）６
４
１
５

2016 年（平成 28 年）11 月 15 日〈1249 号〉5　行政の情報

▼
国
民
健
康
保
険
税　
第
５
期 

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

　
介
護
保
険
料　
第
５
期

今
月
の
納
期

【
11
月
30
日
水
】

国民健康保険特別会計決算　問 健康保険課 ☎（４８４）６６０４

　国民健康保険の運営については、今後も厳しい財政状況が見込まれます。健
診を定期的に受診し、健康の保持増進に努めるなど、医療費の適正化にご協力
ください。国民健康保険税は、忘れずに納付期限までに納めてください。

加入者数　4 万 7889 人（平成 28 年３月末）
１人当りの医療費　35 万円（前年度比 1.7％増加）

差引額 2 億 3032 万円

歳入の区分 収入済額
国民健康保険税 45 億 5415 万円
使用料および手数料 0 万円
国庫支出金 42 億 0412 万円
療養給付費交付金 3 億 9906 万円
前期高齢者交付金 63 億 8159 万円
県支出金 10 億 0547 万円
共同事業交付金 44 億 2077 万円
財産収入 32 万円
繰入金 10 億 8552 万円
繰越金 1 億 9246 万円
諸収入 8010 万円
歳入合計 223 億 2356 万円

歳出の区分 支出済額
総務費 7773 万円
保険給付費 138 億 4500 万円
後期高齢者支援金等 27 億 1628 万円
前期高齢者納付金等 192 万円
老人保健拠出金 8 万円
介護納付金 9 億 4657 万円
共同事業拠出金 42 億 4037 万円
保健事業費 1 億 0393 万円
基金積立金 0 円
諸支出金 1 億 6136 万円
予備費 0 円
歳出合計 220 億 9324 万円

　歳出の広域連合納付金のうち 2 億 2351 万円は、低所得者等の保険料軽減分
を補填する保険基盤安定負担金で、市と県で負担しています。また、この会計
から支出した広域連合納付金の他に、医療給付の法定負担金など 12 億 1207
万円を、市の一般会計から千葉県後期高齢者医療広域連合に支払っています。

加入者数　2 万 586 人（平成 28 年３月末）

後期高齢者医療特別会計決算　問 健康保険課 ☎（４８４）６１３６

歳入の区分 収入済額
保険料 14 億 7204 万円
繰入金 2 億 3114 万円
繰越金 87 万円
業務委託などの収入 752 万円
歳入合計 17 億 1157 万円

歳出の区分 支出済額
総務費（収納委託料、
郵送料など）、償還金 1496 万円

広域連合納付金
（保険料など） 16 億 9310 万円

歳出合計 17 億 0806 万円

差引額 351 万円

平成27年度 特別会計決算の概要 　特別会計とは、一般会計と区別して、特定の事業を実施す
るための歳入・歳出を経理するための会計です。
※端数処理の関係上、合計と一致しない部分があります

介護保険特別会計決算　問 高齢者福祉課 ☎（４８４）６１７４

差引額 507 万 3165 円

災害共済特別会計決算　問 危機管理室 ☎（４８４）６１３１

歳入の区分 金　額
掛金収入 356 万 4000 円
財産収入 6 万 2368 円
繰越金 196 万 0637 円
歳入合計 558 万7005 円

歳出の区分 金　額
消耗品費 1 万 3819 円
印刷製本費 10 万 7762 円
通信費 23 万2691 円
負担金補助および交付金 9 万 7200 円
積立金 6 万 2368 円
歳出合計 51 万 3840 円

※介護保険料は、前年度より 2 億 911 万円増加。歳入合計も 3 億 4171 万円増加

※保険給付費は、前年度より 1 億 9045 万円増加。歳出合計も 6 億 797 万円増加
差引額　1 億 9529 万円
　そのうち 1 億 37 万円は平成 28 年度へ繰り越し、国、県および支払基金
に返還します。残りの 9492 万円を、歳入が不足した場合のために「介護給
付費等準備基金」に積み立てました。

❖ 介護給付費の内訳（審査支払手数料 861 万円を除く）

●在宅サービス 60 億 366 万円  １人当たり平均給付額 約 11 万円／月

●施設サービス 31 億 971 万円  １人当たり平均給付額 約 26 万円／月

歳出の区分 金　額 内　容
保険給付費 97 億 1050 万円 介護サービス等に要した費用

内

訳

介護給付費 91 億 2199 万円 ※右記参照
高額介護サービス費 1 億 7969 万円 自己負担額が一定額を超過した場合に支給する費用
特定入所者介護サービス費 3 億 7901 万円 低所得者の食費・居住費を減額するための費用

高額医療合算介護サービス費 2981 万円 医療と介護の自己負担額が一定額を超過した
場合に支給する費用

地域支援事業費 2 億 6767 万円 市が行う介護予防事業の費用・地域包括支援
センターの運営経費等

総務費 3 億 0248 万円 介護保険料の徴収や、介護保険の認定のため
の経費

諸支出金 2 億 6853 万円 還付金および還付加算金
基金積立金 2 億 5392 万円 介護給付費等準備基金への積立金

歳出合計 108 億 0310 万円 　

サービスの種類 延べ利用人数 年間保険給付費
訪問介護 17,587 人 8 億 2617 万円
訪問入浴介護 1,058 人 5579 万円
訪問看護 4,064 人 1 億 5280 万円
訪問リハビリテーション 639 人 1906 万円
居宅療養管理指導 13,303 人 9221 万円
通所介護 28,211 人 17 億 0936 万円
通所リハビリテーション 4,959 人 3 億 6789 万円
短期入所生活介護 5,726 人 4 億 5092 万円
短期入所療養介護 500 人 3658 万円
特定施設入居者生活介護 4,398 人 6 億 8408 万円
福祉用具貸与 24,509 人 3 億 0203 万円
特定福祉用具販売 543 人 1563 万円
定期巡回・随時対応型訪問介護看護 205 人 2977 万円
夜間対応型訪問介護 240 人 278 万円
認知症対応型通所介護 444 人 4824 万円
小規模多機能型居宅介護 409 人 7640 万円
認知症対応型共同生活介護 1,696 人 4 億 1028 万円
地域密着型特定施設入居者生活介護 285 人 5701 万円
地域密着型老人福祉施設入所者生活介護 584 人 1 億 3969 万円
住宅改修費 554 人 5530 万円
居宅介護支援 44,771 人 4 億 7167 万円

サービスの種類 延べ利用人数 年間保険給付費
介護老人福祉施設 7,872 人 19 億 2071 万円
介護老人保健施設 4,345 人 11 億 4262 万円
介護療養型医療施設 131 人 4638 万円

　介護保険は、皆さんから納めていただく保険料と国・県からの支出金など
により独立採算で運営している事業です。平成 28 年 2 月末で、要介護認定
を受けているかたは 6745 人。このうち、5446 人が介護保険サービスを利
用しています。

歳入の区分 金　額 内　容
介護保険料 30 億 0375 万円 第 1 号被保険者（65 歳以上）の保険料
支払基金交付金 27 億 2409 万円 第 2 号被保険者（40 ～ 64 歳）の保険料
国庫支出金 19 億 1053 万円 国が市に対して負担するもの
県支出金 15 億 0894 万円 県が市に対して負担するもの
繰入金 15 億 7934 万円 市の一般会計からの繰入金
その他 2 億 7174 万円 地域支援事業利用者負担金、基金利子など

歳入合計 109 億 9839 万円 　

　差引額のうち、253 万 6583 円を基金へ繰り入れ、253 万 6582 円を翌年度事
業費として繰り越しました。平成27年度末基金積立残高は2859万2416円です。

▲

佐倉市の災害・緊急情報等を発信
http://twitter.com/bousai_sakura

防災行政無線放送のテレフォンサービス  ☎ 0120（711）508

募
　
　
　
集

　
10
月
か
ら
、
社
会
保
険
の
適
用

基
準
が
緩
和
さ
れ
、
従
業
員
数
501

人
以
上
の
事
業
所
に
お
い
て
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す
短
期
間
労
働

者
に
つ
い
て
も
、
社
会
保
険
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中

の
か
た
で
、
新
た
に
社
会
保
険
に

加
入
さ
れ
た
か
た
は
、
国
民
健
康

保
険
脱
退
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

【
手
続
き
場
所
・
時
間
】

▼
平
日 

健
康
保
険
課
、
各
出
張
所

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▼
第
２
・
第
４
日
曜
日

健
康
保
険
課
、
志
津
出
張
所

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

【
持
ち
物
】

▼
社
会
保
険
の
被
保
険
者
証
、
ま

た
は
そ
の
コ
ピ
ー 

▼
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証

▼
届
出
人
の
本
人
確
認
書（
運
転

免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト 

な
ど
） 

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の

（
通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ
ー

ド 

な
ど
）

問
い
合
わ
せ
　
健
康
保
険
課

☎（
４
８
４
）６
１
２
５

国
民
健
康
保
険
の
脱
退
手
続
き 

を
お
忘
れ
な
く
！

社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
た
か
た
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問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
（
４
８
３
）
４
９
９
９

℻
（
４
８
３
）
８
６
０
４

　
子
育
て
応
援
情
報

す
く
す
く 

佐
倉
っ
子

消費生活
相談から

電
気
通
信
事
業
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

http://w
w
w
.city.sakura.lg.jp/soshiki/4-3-0-0-0_10.htm
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馬
渡
保
育
園森

の
ひ
ろ
ば

❶
お
誕
生
日
会

日 

時 

11
月
17
日
㈭
、
12
月
15
日

㈭
午
前
11
時
30
分
〜

❷
ひ
と
く
ち
給
食
試
食
会

日 

時  

11
月
24
日
㈭
午
前
11
時
15

分
〜 

定 

20
組
程
度
（
先
着
順
）

❸
ほ
や
ほ
や
ベ
ビ
ー
の
日
「
離
乳
食

の
す
す
め
方（
開
始
か
ら
完
了
ま
で
）」

日 

時  

12
月
13
日
㈫
午
前
10
時
〜

11
時 

定 

10
組（
先
着
順
）

❹
身
体
測
定

日 

時 

12
月
14
日
㈬
午
前
11
時
〜

❺
ミ
ニ
講
座「
ク
リ
ス
マ
ス
演
奏
会
」

日 

時  

12
月
16
日
㈮
午
前
10
時
〜

11
時 

定 

16
組（
先
着
順
）

場 

中
央
公
民
館

《
❸
❺
共
通
》 

要
申
し
込
み
・
無
料

※
申
し
込
み
受
付
は
11
月
15
日
㈫

〜（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

申 

問 

佐
倉
保
育
園

☎（
４
８
１
）１
７
４
１

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
料
金
が
安

く
な
る
」
と
い
う
代
理
店
か
ら
の

電
話
勧
誘
を
通
信
事
業
者
か
ら
の

お
知
ら
せ
と
勘
違
い
し
て
契
約
す

る
ト
ラ
ブ
ル
等
の
増
加
を
受
け
、

電
気
通
信
事
業
法
が
改
正
さ
れ
、

平
成
28
年
５
月
21
日
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

【
相
談
員
か
ら
】

　
電
気
通
信
事
業
法
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
電
話
な
ど
の
電
気
通
信

サ
ー
ビ
ス
一
般
に
関
す
る
法
律
で

す
。
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
分
野
は

特
定
商
取
引
法
が
使
え
な
い
の

で
、
電
話
勧
誘
で
あ
っ
て
も
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら

電
気
通
信
事
業
法
が
改
正
さ
れ
、

初
期
契
約
解
除
制
度
な
ど
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。

■
書
面
交
付
義
務

　
事
業
者
は
契
約
の
前
に
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
条
件
に
つ

い
て
、
利
用
者
の
知
識
・
経
験
や

必
要
性
を
考
慮
し
利
用
者
が
き
ち

ん
と
理
解
で
き
る
よ
う
に
説
明
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
契
約
前
後
に
契
約
内
容

を
明
ら
か
に
す
る
書
面
を
交
付
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
初
期
契
約
解
除
制
度　

　
利
用
者
は
契
約
書
面
の
受
領
か
ら

８
日
間
は
契
約
解
除
が
で
き
ま
す
。

　
光
回
線
な
ど
は
工
事
後
で
も
期

間
内
で
あ
れ
ば
解
約
が
可
能
で
す

が
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
違
い

工
事
費
や
事
務
手
数
料
、
通
信
費

な
ど
か
か
っ
た
経
費
は
原
則
、
利

用
者
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
工
事
費
、
解
約
料
等

は
上
限
金
額
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

■
主
要
な
固
定
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
や
移
動
通
信
サ
ー
ビ
ス

が
初
期
契
約
解
除
制
度
の
対
象
に

な
り
ま
す
が
、
店
舗
で
携
帯
電
話

を
契
約
し
た
場
合
、
通
信
機
器
の

購
入
は
通
信
契
約
で
は
な
い
の
で

解
約
で
き
ま
せ
ん
。

　
契
約
前
に
電
波
の
つ
な
が
り
具

合
や
中
途
解
約
の
条
件
な
ど
に
つ

い
て
き
ち
ん
と
説
明
す
る
ル
ー
ル

が
あ
る
と
「
確
認
措
置
」
の
認
定

を
受
け
た
通
信
事
業
者
で
は
、「
確

認
措
置
」
に
不
備
が
あ
る
と
き
に

は
、
通
信
機
器
も
含
め
て
解
約
が

で
き
ま
す
。

■
求
め
ら
れ
な
い
勧
誘
継
続
の
禁
止

　
代
理
店
な
ど
の
執
拗
な
電
話
勧

誘
へ
の
対
策
と
し
て
、
消
費
者
が

途
中
で
断
っ
た
場
合
に
は
、
勧
誘

を
継
続
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま

し
た
。

■
代
理
店
等
に
対
す
る
指
導

　

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
実
際
に

提
供
す
る
事
業
者
は
、
申
込
み
だ

け
を
行
う
代
理
店
や
仲
介
業
者
が

適
切
な
業
務
を
行
う
よ
う
指
導
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

電
気
通
信
関
連
サ
ー
ビ
ス
は
複

雑
で
わ
か
り
に
く
い
こ
と
が
特
徴

で
す
。
契
約
を
す
る
前
に
、
現
在
の

契
約
内
容
や
料
金
等
を
確
認
し
て

比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
よ
く
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
そ

の
場
で
契
約
し
な
い
よ
う
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

無
料

っ
て
く
だ
さ
い

▼
中
型
犬
用
乳
母
車 

▼
ち
ゃ
ぶ

台
（
円
卓
） 

▼
電
動
自
転
車

※
取
引
は
、品
物
を
確
認
し
、
当

事
者
間
で
お
願
い
し
ま
す

※
掲
載
申
込
用
紙
は
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
、
自
治
人
権
推
進
課
な

ど
に
あ
り
ま
す

問 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎（
４
８
３
）３
０
１
０

（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時 

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

譲
り
ま
す
　

▼
臼
（
２
升
用
内
径
33
㎝
）、
杵 

▼
大
型
犬
室
内
ゲ
ー
ジ
（
１
５
０

×
１
０
０
㎝
）
▼
大
型
犬
車
用

ゲ
ー
ジ 

▼
大
型
犬
介
護
用
ハ
ー

ネ
ス 

▼
写
真
ア
ル
バ
ム
２
Ｌ
サ

イ
ズ 

▼
写
真
ア
ル
バ
ム
ハ
ガ
キ

サ
イ
ズ 

▼
音
楽
Ｃ
Ｄ
（
カ
ル
メ
ン

キ
ャ
バ
レ
ロ
、
ブ
レ
ン
ダ
リ
ー
、
ロ
ス

パ
ン
チ
ョ
ス
）
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佐
倉
保
育
園

さ
く
ら
っ
こ
ひ
ろ
ば

❶
身
体
測
定
週
間

日 

11
月
14
日
㈪
〜
18
日
㈮
、
12

月
12
日
㈪
〜
16
日
㈮

❷
わ
く
わ
く
制
作
週
間

日 

11
月
21
日
㈪
〜
25
日
㈮

❸
お
誕
生
日
会

日 

時 

11
月
30
日
㈬
午
前
10
時
30

分
〜
11
時

❹
ち
び
っ
こ
シ
ア
タ
ー

日 

時 

12
月
１
日
㈭
午
前
10
時
30

分
〜
11
時

❺
子
育
て
講
座

「
感
染
症
と
子
ど
も
の
事
故
予
防
」

日 

時 

12
月
６
日
㈫
午
前
10
時
15

分
〜
11
時 

要
申
し
込
み

定 

10
組（
先
着
順
）

〆 

11
月
29
日
㈫

❻
ニ
コ
ニ
コ
タ
イ
ム（
出
前
保
育
）

日 

時 

12
月
16
日
㈮
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分 

場 

佐
倉
南
図
書
館

申 

問 

馬
渡
保
育
園

☎（
４
９
８
）０
０
６
５

　

テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
や
時
計
、

お
も
ち
ゃ
な
ど
の
電
源
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
電
池
は
日
常
生
活
に

か
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
一
方
で
電
池
の
入
れ
方
を
間
違

え
た
り
、
使
い
終
わ
っ
た
電
池
を

ま
と
め
て
放
置
し
た
こ
と
が
原
因

で
発
熱
や
発
火
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
「
ボ
タ
ン
電
池
を
袋
に
ま
と
め

て
引
き
出
し
に
入
れ
て
い
た
ら
、

引
き
出
し
の
中
に
焦
げ
跡
が
あ
っ

た
」「
ク
リ
ッ
プ
と
一
緒
に
ア
ル

カ
リ
電
池
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て

外
出
し
た
ら
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
が
熱

く
な
っ
て
い
た
」
な
ど
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

●

複
数
の
電
池
や
金
属
を
一
緒
に

保
管
す
る
と
、
プ
ラ
ス
極
と
マ
イ

ナ
ス
極
が
流
れ
て
発
熱
や
発
火
を

起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●

電
池
は
ア
ル
カ
リ
、マ
ン
ガ
ン
、

充
電
式
な
ど
色
々
な
種
類
が
あ
り

ま
す
。

くらし
の話題

電
池
の
発
熱
や
発
火
に
ご
注
意
を　

種
類
や
銘
柄
の
異
な
る
電
池

や
、
古
い
電
池
と
新
し
い
電
池
を

混
ぜ
て
使
用
す
る
と
、
電
池
容
量

の
違
い
か
ら
発
熱
や
液
漏
れ
、
破

裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

し
ば
ら
く
使
用
し
な
い
場
合

は
、
電
池
を
取
り
外
す
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●

使
用
済
み
の
電
池
を
廃
棄
す
る

際
に
は
、
プ
ラ
ス
極
と
マ
イ
ナ
ス

極
を
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
で
覆
っ
て

絶
縁
し
ま
し
ょ
う
。

佐
倉
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会

▼
12
月
15
日
㈭ 

臼
井
公
民
館

▼
平
成
29
年
1
月
18
日
㈬ 

西
志
津
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

《
共
通
》 

午
前
９
時
30
分
〜　
要
申
し
込
み

申 

問 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎（
４
８
８
）１
２
７
０

●
お
楽
し
み
会

日 

時 

11
月
24
日
㈭
午
前
10
時
45

分
〜 

無
料
・
申
し
込
み
不
要

対 

園
開
放
の
親
子

内 

歌
・
寸
劇
・
体
操
な
ど

●
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ラ
イ
フ
を

楽
し
む
た
め
に

日 
時 
12
月
15
日
㈭
午
前
10
時
45

分
〜 
要
申
し
込
み
・
無
料

場 

う
す
い
荘
（
臼
井
田
２
３
４
２
│
１
）

対 

妊
娠
中
の
か
た

定 

5
人 

※
子
ど
も
連
れ
可　

申 

電
話
ま
た
は
来
園
で

●
子
育
て
学
習
会
「
子
ど
も
の
病
気

に
つ
い
て
学
ぼ
う
」
冬
の
病
気
予
防

日 

時 

11
月
24
日
㈭
午
前
11
時
〜

正
午 

要
申
し
込
み
・
無
料

対 

子
育
て
中
の
保
護
者

定 

10
組
（
先
着
順
）

申 

電
話
ま
た
は
来
館
で

●
科
学
と
遊
ぼ
う　

　
飛
行
機
の
仕
組
み
を
知
り
、
グ

ラ
イ
ダ
ー
を
飛
ば
そ
う

日 

時 

11
月
26
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午 

要
申
し
込
み

費 

２
０
０
円 

対 

小
学
生
以
上

定 

10
人
（
先
着
順
）

申 

電
話
ま
た
は
来
館
で

●
け
ん
玉
大
会

日 

時 

11
月
27
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
３
時 

無
料
・
申
し
込
み
不
要

●
お
は
な
し
会

日 

時 

12
月
３
日
㈯
午
後
２
時
〜

無
料
・
申
し
込
み
不
要

内 
「
ふ
し
ぎ
な
ポ
ケ
ッ
ト
（
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
）」「
び
ん
ぼ
う
が
み
」

「
ま
じ
ょ
の
ル
マ
ニ
オ
さ
ん
」「
な

ぞ
な
ぞ
か
け
た
な
ぞ
か
け
た
」

対 

５
歳
〜

ヤ
ン
グ
プ
ラ
ザ

☎（
４
８
４
）６
４
３
１

◆
イ
ベ
ン
ト
情
報　（
未
就
園
児
〜
）

譲

※
記
載
の
な
い
も
の
は
、
無
料
・

申
し
込
み
不
要
・
場
所
は
各
園

日 

時 

11
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時 

要
申
し
込
み
・
無
料 

場 

ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉

講 

吉
川
永
里
子（
収
納
ス
タ
イ
リ

ス
ト
）

定 

90
人（
先
着
順
） 

申 

問 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎（
４
８
３
）３
０
１
０

消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー

「『
整
理
・
収
納
・
掃
除
』
違
い
と
コ
ツ
の
イ
ロ
ハ
」

臼
井
公
民
館

☎（
４
６
１
）６
２
２
４

臼
井
保
育
園

☎（
４
８
７
）３
０
０
６

児
童
虐
待
に
関
す
る
通
報

　
気
に
な
る
親
子
が
い
た
ら
、
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
児
童
青
少
年
課
☎
（
４
８
４
）
６
２
６
３　
月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
夜
間
は
佐
倉
市
役
所
☎
（
４
８
４
）
１
１
１
１
㈹
）

▼
千
葉
県
中
央
児
童
相
談
所
（
24
時
間
）
☎
（
２
５
２
）
１
１
５
２

※
通
報
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
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●
講
習
会「
家
計
簿
に
挑
戦
！
」 

①

11
月
15
日
㈫ 

志
津
公 
②
11
月
17
日

㈭ 

臼
井
公 

各
午
前
10
時
〜
11
時
30

分 

３
５
０
円 

※
託
児
１
０
０
円 
定 

各
30
人 

申 

問 

全
国
友
の
会
佐
倉
支

部
・
前
田
☎
℻（
４
８
８
）３
２
１
５

●
水
彩
画
展 

11
月
16
日
㈬
〜
20
日

㈰
午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
最
終
日

午
後
４
時
ま
で
） 

臼
井
公 

問 

か
し

の
木
会
・
髙
木
☎
０
８
０（
１
０
６

１
）６
０
９
０

●
公
開
講
演
会「
草
ぶ
え
の
丘
バ
ラ

園
の
挑
戦
」 

11
月
20
日
㈰
午
後
２
時

〜
４
時 

臼
井
公 

定 

１
０
０
人 

申 

問 

臼
井
文
化
懇
話
会
・
園
原
☎
０

９
０（
３
２
４
９
）６
０
０
２

●
ゆ
う
ゆ
う
テ
ラ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン 

大
人
の
た
め
の
お
話
会 

11
月
21
日

㈪
午
前
10
時
〜
正
午 

西
志
津
ふ
れ 

問 

佐
倉
ゆ
う
ゆ
う
語
り
塾
・
柴
☎

℻（
４
８
９
）１
７
０
３

●
幼
児
教
育
部
読
書
会 

11
月
22
日

㈫
午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

コ
ミ
セ

ン 

５
０
０
円（
別
途
お
や
つ
代
１
０

０
円
）
対 

未
就
学
児
と
保
護
者 

申 

問 

野
村
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
千
葉

支
部
・
小
島
☎
℻（
４
６
１
）
４
５

１
６

●
講
演
会「
災
害
時
の
心
の
ケ
ア
と

身
体
の
ケ
ア
」と
交
流 

11
月
23
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午 

中
央
公 

８
０
０

円 

〆 

11
月
17
日
㈭ 

申 

問 

聴
覚
障

害
者
の
情
報
保
障
を
考
え
る
会
事
務

局
・
藤
井
☎
℻（
４
８
４
）
４
０
２

６●「
森
の
カ
フ
ェ
」で
遊
ぼ
う 

11
月

23
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午 

草
ぶ
え

の
丘 

対 

幼
児
・
小
学
生 

定 

15
人

〆 

11
月
22
日
㈫ 

申 

問 

ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
千
葉
県
第
84
団・米
林
☎（
４

８
４
）７
７
０
２

●
ギ
タ
ー
演
奏
会 

11
月
23
日
㈬
午

後
２
時
〜
４
時 

ミ
レ
セ
ン 

問 

佐
倉

ギ
タ
ー
愛
好
会・根
岸
☎
０
９
０（
６

１
３
４
）５
２
８
１

●
テ
ラ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
in
佐
倉
〜
大

人
の
た
め
の
語
り
の
祭
典
〜 

11
月

25
日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午 

ミ
レ
セ

ン 

定 

１
０
０
人 

問 

佐
倉
お
は
な
し

の
会
・
田
倉
☎（
４
６
１
）１
６
１
２

●
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ 

11
月
25
日
㈮

午
後
１
時
〜
４
時 

コ
ミ
セ
ン 

５
０

０
円 

問 

ダ
ン
ス
バ
ン
ド 

リ
・
ボ
ー

ン
・
根
本
☎（
４
８
７
）３
０
４
０

●
み
ん
な
で
遊
ぼ
う（
ゲ
ー
ム
） 

11

月
27
日
㈰
午
前
９
時
20
分
〜
正
午 

七
井
戸
公
園（
雨
天
時
染
井
野
小
） 

対 

年
長
〜
小
学
２
年
生 

〆 

11
月
20

日
㈰ 

申 

問 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
佐
倉

第
２
団
・
丹
羽
☎
０
９
０（
５
５
５

５
）１
７
７
９

●
写
真
展 

11
月
29
日
㈫
〜
12
月
３

日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
初
日

午
前
11
時
〜 

最
終
日
午
後
４
時
ま

で
） 

臼
井
公 

問 

佐
倉
Ｓ
Ｃ
写
真
同

好
会
・
加
藤
☎（
４
６
２
）５
２
４
３

●
自
然
観
察
会（
上
座
公
園
周
辺
） 

12
月
5
日
㈪
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

30
分 

ユ
ー
カ
リ
が
丘
駅
集
合 

３
０
０

円 

〆 

11
月
30
日
㈬ 

申 

問 

佐
倉
野
草

会
・
近
藤
☎
℻（
４
８
４
）２
７
３
１

●
折
り
紙
講
習
会（
干
支
の
色
紙
） 

12
月
６
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午 

ミ

ウ
ズ 

１
０
０
０
円 

定 

15
人 

※
保

育
あ
り 

〆 

11
月
29
日
㈫ 

申 

問 

男

女
平
等
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
ミ
ウ
ズ

☎（
４
６
０
）２
５
８
０

●
う
た
の
ひ
ろ
ば
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

12
月
８
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
４
時 

音
ホ 

６
０
０
円 

定 

７
０
０
人 

問 

う
た
の
ひ
ろ
ば
佐
倉
・
網
屋
☎（
４

６
１
）３
２
５
９

●
ア
レ
ル
ギ
ー
っ
子
の
ク
リ
ス
マ
ス

会 

12
月
23
日
㈮
午
後
１
時
15
分
〜
４

時 

西
福
セ
ン 

３
０
０
円（
子
ど
も
５

０
０
円
） 

〆 

12
月
５
日
㈪ 

申 

問 

ア

レ
ル
ギ
ー
児
を
持
つ
親
の
会
ど
ん
ぐ

り
・
辻
☎
℻（
４
６
３
）０
０
５
１

●
平
和
を
歌
う
ラ
イ
ブ 

in 

佐
倉 

12

月
23
日
㈮
午
後
２
時
〜
４
時 

中
央

公 

１
５
０
０
円（
前
売
り
、
障
が

い
者
割
引
あ
り
）
定 

１
５
０
人 

申 

問 

木
よ
う
の
家・工
藤
☎（
４
８
６
）

７
６
８
６

●
草
笛
コ
ン
サ
ー
ト
演
奏
者
募
集 

平
成
29
年
１
月
14
日
㈯
午
後
１
時
〜

４
時
30
分 

草
ぶ
え
の
丘 

１
０
０
０

円（
入
園
料
、
茶
菓
代
込
み
） 

〆 

11

月
30
日
㈬ 

申 

問 

草
笛
＆
リ
ー
フ
ル

ハ
ッ
ピ
ー
は
っ
ぱ
・
岡
本
☎（
４
８

９
）
５
５
７
１

●
オ
ム
ニ
バ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
参
加
者

募
集 

平
成
29
年
７
月
22
日
㈯
午
前
11

時
〜 

音
ホ 

30
分
１
万
１
０
０
０
円 

対 

ピ
ア
ノ
、
声
楽
の
個
人
お
よ
び

団
体 

〆 

12
月
15
日
㈭ 

申 

問 

実
行

委
員
会
・
島
☎（
４
８
６
）２
０
４
７

■
ペ
ン
習
字 

第
２
・
４
水
曜
午
前

10
時
〜
11
時
30
分 

ミ
レ
セ
ン 

入  
１
０
０
０
円 

費 

月
３
０
０
０
円 

問 
ミ
レ
ニ
ア
ム
ペ
ン
習
字
・
伊
藤
☎
０

９
０（
３
９
０
６
）６
１
２
７

■
絵
手
紙
・
水
彩
・
油
絵
な
ど 

第
１・

３
火
曜 

午
前
10
時
〜
正
午 

中
央
公 

入 

２
０
０
０
円 
費 
月
３
０
０
０
円 

問 

絵
筆
の
会
・
松
永
☎（
４
６
２
）

６
４
１
１

■
水
彩
画 

第
２
・
４
木
曜
午
後
１

時
30
分
〜
４
時 

臼
井
公 

入 

１
０
０

０
円 

費 

月
２
３
０
０
円 

対 

初
心

者 

問 

サ
ク
リ
ラ
会
・
川
北
☎（
４

８
５
）２
０
３
１

■
編
み
物 

第
１
・
３
金
曜
午
前
９

時
30
分
〜
正
午 

西
福
セ
ン 

入 

１
０

０
０
円 

費 

月
２
０
０
０
円 

問 

あ

け
び
の
会
・
飯
島
☎（
４
６
１
）
４

８
９
３

■
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
撮
影
・
編
集 

第

２
・
４
水
曜
午
後
１
時
30
分
〜
４
時 

中
央
公 

入 

２
０
０
０
円 

費 

月
１

０
０
０
円 

問 

佐
倉
ビ
デ
オ
サ
ー
ク

ル
・
宮
田
☎
℻（
４
８
６
）３
５
６
８

■
コ
ー
ラ
ス 

第
１
・
３
金
曜
午
前

10
時
〜
正
午 

ミ
レ
セ
ン 

費 

月
２
０

０
０
円 

対 

女
性 

問 

ハ
ー
モ
ニ
ー

コ
ー
ラ
ス
・
三
原
☎（
４
８
５
）
６

３
２
４

■
社
交
ダ
ン
ス 

木
曜
午
後
７
時
〜

８
時
30
分
、 

日
曜
午
後
２
時
〜
４
時 

志
津
公 

入 

１
０
０
０
円 

費 

月
１

０
０
０
円 

対 

初
中
級
者 

問 

ジ
ョ

イ
フ
ル
フ
レ
ン
ド
・
太
田
☎
０
９
０

（
９
３
０
５
）５
６
８
６

■
社
交
ダ
ン
ス 

第
１
〜
３
土
曜
午

後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分 

志
津
公 

費 

月
２
０
０
０
円 

問 

健
康
い
き
い

き
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
山
本
☎（
４

６
１
）５
１
４
７

■
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス 

第

２
・
４
火
曜
午
前
10
時
〜
正
午 

根

郷
公 

入 

１
０
０
０
円 

費 

月
２
０

０
０
円 

問 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
リ
ズ

ム
ダ
ン
ス
・
岩
撫
☎
℻（
４
８
５
）

５
９
９
１

■
健
康
体
操 

金
曜
午
後
１
時
〜
３

時 

市
体 

入 

１
０
０
０
円 

費 

６
か

月
３
０
０
０
円 

対 

中
高
年 

問 

健

康
を
つ
く
ろ
う
会
・
廣
吉
☎
℻（
４

６
１
）１
０
８
１

■
テ
ニ
ス 

月
・
木
・
金
曜（
月
６
回
）

午
前
10
時
〜
正
午 

宮
本 

費 

月
４
０

０
０
円 

対 

初
級
・
初
中
級
者
の
女

性 

問 

く
る
み
テ
ニ
ス
・
山
口
☎（
４

８
５
）０
７
２
３

◆
佐
倉
高
校
記
念
館
特
別
公
開
・
鹿

山
文
庫
講
演
会

❶
記
念
館
特
別
公
開

　
創
立
記
念
日
に
ち
な
み
、
通
常
非

公
開
の
建
物
を
特
別
公
開
し
ま
す
。

日 

11
月
26
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

❷
鹿
山
文
庫
講
演
会

「
江
戸
時
代
発
禁
の
奇
書『
旧く

じ事
大

成
経
』に
つ
い
て
」

日 

12
月
４
日
㈰
午
後
２
時
〜
４
時

場 

佐
倉
高
校
地
域
交
流
施
設 
定  

30
人（
先
着
順
）
講 

尾
崎
保
博
（
京

都
・
平
野
神
社
宮
司
）

申 

問 

は
が
き
に
希
望
イ
ベ
ン
ト
の

番
号
と
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
〒
285
│

０
０
３
３ 

鍋
山

町
18 

佐
倉
高
校 

☎（
４
８
４
）１
０

２
１
へ 

※
１
枚
の
は
が
き
で
❶
と

❷
の
両
方
申
し
込
み
可

◆
市
民
公
開
講
座「
地
域
で
考
え
る

ケ
ア
と
治
療 

〜
認
知
症
と
と
も
に

歩
む〝
診
断
と
治
療
〞の
ご
案
内
」

日 

11
月
26
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

30
分 

無
料
・
申
し
込
み
不
要 

場 

問 

東
邦
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
佐
倉
病
院 

☎　（
４
６
２
）８
８
１
１

◆
第
15
回 

現
代
子
ど
も
学
公
開
講
座

「
子
ど
も
は『
遊
び
』で
育
つ
〜『
遊
び
』

と『
学
び
』の
関
係
を
考
え
て
み
よ
う
」

日 

12
月
６
日
㈫
午
後
４
時
40
分
〜

６
時 

要
申
し
込
み
・
無
料 

場 

千
葉

敬
愛
短
期
大
学 

定 

１
０
０
人（
先

着
順
） 

〆 

12
月
２
日
㈮ 

申 

問 

千

葉
敬
愛
短
期
大
学
総
合
子
ど
も
学
研

究
所
・
黒
田
☎　（
４
８
６
）
７
１
１

１▼
さ
く
ら
寄
席

「
落
語
と
講
談
で
知
る
真
田
丸
」

日 

11
月
16
日
㈬
午
後
２
時
〜（
開

場
午
後
１
時
30
分
） 

申
し
込
み
不
要 

場 

ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉 

費 

１
５
０
０
円 

内 

桂
右
女
助
、
神
田

す
ず 

定 

90
人 

問 

古
典
落
語
を
愛

す
る
会
・
相
川
☎
０
８
０（
３
３
８

４
）５
８
３
８

▼
ア
ツ
マ
ル 

in 

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ

日 

11
月
20
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

４
時 

場 

御
伊
勢
公
園 

入
場
無
料 

内 

佐
倉
市
と
そ
の
周
辺
で
活
躍
す

る
お
店
や
作
家
な
ど
に
よ
る
地
域
密

着
型
マ
ル
シ
ェ 

問 

ア
ツ
マ
ル
in
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
実
行
委
員
会
・
植
木
☎

０
９
０（
８
４
７
８
）６
８
９
５

▼
伝
統
文
化
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
教

室 

in 

佐
倉

日 
12
月
10
日
㈯
、
平
成
29
年
１
月

15
日
㈰
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
15
分 

要
申
し
込
み
・
無
料 

場 

臼
井
公
民

館 

内 
手
紙
文
化
、
わ
ら
べ
う
た
、

百
人
一
首
な
ど 
対 

小
学
生 

定 

20

人 

申 

問 

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
あ
や
め
・
川
津

☎
０
８
０（
１
２
０
７
）１
８
９
７

紙
面
の
都
合
で
限
ら
れ
た
情
報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
主
催
者
に
問
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
▼
活
動
場
所
・
時
間
は

主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
特
に
記
載
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
申
し
込
み
は
不
要
、
料
金
は
無
料
で
す
。
マ
ー
ク
…
日 

日
時 

場 

場
所 

内 

内

容 

入 

入
会
金 

費 

会
費 

対 

対
象 

定 

定
員 

〆 

締
め
切
り 

申 

申
し
込
み 

問 

問
い
合
わ
せ　
略
称
…
コ
ミ
セ
ン
志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ミ
レ
セ
ン
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉 

西
志
津
ふ
れ
西
志
津
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

千
代
田
ふ
れ
千
代
田
・
染
井
野
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

公
公

民
館 

市
美
市
立
美
術
館 

音
ホ
市
民
音
楽
ホ
ー
ル 

市
体
市
民
体
育
館 

西
福
セ
ン
西
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

南
福
セ
ン
南
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
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短　
　
　
歌　
　
　
　
黒　
岡　
　
美　
江　
子　
　
選

　
　
　
俳　
　
　
句　
　
　
　
内　

 

海　
　
　
良　

 

太　
　
　
選

　
　
　
川　
　
　
柳　
　
　
佐
倉
市
シ
ル
バ
ー 

川
柳
同
好
会　
　
　
選  

▼
毎
月
５
日
締
め
切
り（
消
印
有
効
）。
翌
月
15
日

号
掲
載
。
投
稿
は
未
発
表
の
作
品
で
、
俳
句
・
短
歌
・

川
柳
の
い
ず
れ
か
１
分
野
に
限
る
。
は
が
き
に
作
品

【
俳
句
は
１
人
２
句
。
短
歌
・
川
柳
は
１
人
２
首（
句
）

ま
で
】・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番

号
を
か
い
書
で
明
記
し
て
、
〒
285
│

８
５
０
１
海
隣

寺
町
97 

佐
倉
市
役
所
広
報
課
へ
。
※
投
稿
作
品
は
、

選
者
が
添
削
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

啄
木
は
悲
し
き
人
ぞ
一
握
の
歌
集
を
読
み
て
破
れ
繕
ふ

阿
部　
民
郎
（
新
臼
井
田
）

評　
啄
木
の
歌
集『
一
握
の
砂
』の
愛
読
者
の
作
。
啄
木
を
悲
し
き
人
と
結
論
づ
け
る

ま
で
に
は
歌
集
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
る
程
読
み
込
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
共
感
を
呼
ぶ
歌
。

宅
急
便
開
け
る
夫
は
嬉
し
そ
う
中
身
は
息
子
の
敬
老
の
酒

小
松　
啓
子
（
上　
座
）

畑
中
の
お
地
蔵
様
の
ま
な
ざ
し
は
母
に
よ
く
似
て
涙
あ
ふ
れ
る

庄
田　
俊
子
（　
城　
）

亡
き
人
を
偲
び
今
年
も
山
小
屋
の
松
虫
草
咲
く
野
っ
原
に
立
つ

武
田　
紀
子
（
上　
座
）

老
い
て
ゆ
く
身
体
庇
い
つ
つ
ひ
と
日
過
ぐ
明
日
あ
る
こ
と
を
信
じ
眠
ら
ん

山
口　
雄
造
（
王
子
台
）

父
逝
き
て
四
十
年
な
お
折
々
の
言
葉
の
深
き
を
思
う
こ
の
秋

都
築　
洋
子
（
白　
銀
）

ひ
た
走
る
ク
ー
ル
電
車
に
胸
さ
わ
ぐ
三
年
ぶ
り
の
友
と
の
語
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木　
修
二
（
白　
銀
）

暁
の
寒か

ん
き
わ
ま
り
し
月
光
に
息
づ
く
花
芽
の
こ
ぶ
し
は
白
し

山
本　
和
子
（
千　
成
）

ぶ
んげ

い

千
枚
田
畦
の
か
た
ち
に
曼
珠
沙
華　
　
　
　
　
戸
塚
伊
昫
雄
（
染
井
野
）

評　

鴨
川
市
の
大
山
千
枚
田
の
景
か
。
刈
り
終
わ
っ
た
畦
々
に
燃
え
立
つ
よ

う
な
曼
珠
沙
華
、
千
枚
田
全
景
の
豊
か
な
秋
の
色
彩
が
目
に
浮
か
ぶ
。

裏
山
に
太
鼓
ひ
び
か
せ
施
餓
鬼
寺　
　
　
　
　
三
須
ウ
タ
子
（
西
御
門
）

散
り
始
じ
む
萩
に
手
を
ふ
れ
車
椅
子　
　
　
　
瀬
尾　
　
潔
（
宮
ノ
台
）

銀
杏
や
疱
瘡
神
と
印
す
石　
　
　
　
　
　
　
　
稲
田
ひ
と
み
（
上
志
津
）

月
に
酔
ひ
俳
句
に
酔
へ
る
今
宵
か
な　
　
　
　
森　
富
士
雄
（
千　
成
）

落
つ
る
日
を
名
残
惜
し
む
や
曼
珠
沙
華　
　
　
新
宮
真
由
美
（
大
崎
台
）

教
安
寺
花
売
る
人
や
盆
の
入
り　
　
　
　
　
　
大
塚　
　
勝
（
野
狐
台
）

一
時
間
に
一
本
の
バ
ス
カ
ン
ナ
燃
ゆ　
　
　
　
林　
け
い
子
（
宮
ノ
台
）

天
の
川
無
限
の
宇そ

ら宙
の
ネ
ッ
ク
レ
ス　
　
　
　
大
谷　
　
照
（
臼
井
台
）

紅
葉
の
山
川
鳥
の
パ
ラ
ダ
イ
ス　
　
　
　
　
　
小
島　
成
行
（
生　
谷
）

秋
の
風
林
の
竹
が
ゆ
れ
て
い
る　
　
　
　
　
　
武
井　
敦
志
（
小
竹
小
二
年
）

も
み
じ
が
り
自
然
に
親
し
む
秋
び
よ
り　
　
　
宇
山　
李
紗
（
内
郷
小
六
年
）

何
故
そ
こ
で
シ
ュ
ー
ト
す
る
の
よ
台
風
め　

  

角
田　
　
浩　
　

 

（
臼
井
台
）

庖
丁
が
ハ
ミ
ン
グ
し
て
る
孫
来
る
日　
　
　

  

小
田　
久
子　
　

 

（
染
井
野
）

手
の
平
を
耳
当
て
ポ
ー
ズ
で
聞
い
た
振
り　
　
伊
藤　
　
登　
　

 

（
王
子
台
）

オ
ニ
ヤ
ン
マ
き
み
の
な
ま
え
が
か
っ
こ
い
い　
　

の
ざ
わ
な
お
ひ
ろ（
小
竹
小
二
年
） 

コ
オ
ロ
ギ
よ
夜
ふ
か
し
す
る
な
ね
す
ご
す
ぞ　
高
木　
大
和　
（
内
郷
小
三
年
）

協
賛
事
業
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古紙再生紙
植物油インキ使用

カンの収集日 ビンの収集日
３・5回目の
火曜日

４回目の
火曜日

11/15 ㈫
11/29 ㈫ 11/22 ㈫

うめたてごみ

11/17 ㈭
金属類・
小型家電
11/24 ㈭

人口のうごき ※（ ）内は前月からの増減
佐倉地区 13,152世帯（-48） 29,108 人 （-92）
臼井地区 13,442世帯 （+3） 30,816 人 （-9）
志津地区 32,500世帯（+11） 77,074 人 （-19）
根郷地区 11,104世帯（+30） 25,295 人 （+33）
和田地区 793世帯 （-1） 1,933 人 （-2）
弥富地区 693世帯 （-6） 1,586 人 （-8）
千代田地区 4,169 世帯 （-7） 10,915 人 （-12）
計 75,853世帯 （-18） 176,727 人（-109）

<平成 28年 10月末現在>

出生 84 人 死亡 140 人 転入等 464 人 転出等 517 人
男 87,092 人 女 89,635 人 （うち外国人住民 2,591 人）

市政へのご意見を
ファクス・電子メールでも受け付けています。

メールアドレス hisyo@city.sakura.lg.jp
FAX 043（484）5151（市長室直通）

2016 年（平成 28 年）11 月 15 日〈1249 号〉 男女平等参画・人権 ほか　8

問広報課映像広報班☎（484）6206

地上デジタル10 ch・デジタルCATV301ch

 ケーブルテレビで市政情報をお届けします！

〈佐倉のとれたて野菜〉「地産地消」という言葉に
もあるように地元で採れた野菜を新鮮なうちに食
べたいですよね。今回は市内にある直売所の中か
ら施設内で加工・調理を行っている３か所をピッ
クアップし、直売所の魅力をお伝えします。

【11月の番組スケジュール】

毎日 放送
14：00～
22：00～
（各 30分）

14 日㈪～ 20 日㈰ 坂戸の念仏

21 日㈪～ 27 日㈰ 佐倉のとれたて野菜

28 日㈪～ 時代まつり

休日の 各種証明書 交付場所
◉市役所・志津出張所
 【第２・４日曜】８：30～ 17：15

住民票、印鑑登録証明書、戸籍の証明書、税証明書
◉市民サービスセンター（佐倉・西志津）
 【土・日曜】９：00～ 17：00（祝日除く）
住民票、印鑑登録証明書、戸籍の全部・個人・一
部事項証明（電算化されていない戸籍は不可）
◉自動交付機（佐倉市役所・臼井情報コーナー・
ユーカリが丘出張所）
 【土曜】９：00～ 17：00（祝日除く）
住民票（改製前・除票は不可）、印鑑登録証明書

問佐倉市役所 ☎（484）1111（代）

高齢者に関するご相談は  最寄りの
地域包括支援センターへ

志津北部　☎（462）9531
志津南部　☎（460）7700
臼井・千代田　☎（488）3731
佐　倉　　☎（488）5151
南　部　　☎（483）5520

午前８時 30分～午後６時（土祝除く）
緊急時は時間外も電話で対応〈無料〉

休日の急病は
（受診の際は保険証をご持参ください）

休日・夜間の水漏れは（緊急連絡）

休日当番医テレホンサービス
☎（484）2516

日曜・祝日・年末年始（12/29 ～ 1/3）
8：30～ 22：00（自動音声による案内）
昼間の内科・外科・歯科、夜間の外科を案内

※休日当番医は市ホームページでお知らせしています

小児初期急病診療所（健康管理センター内）
☎（485）3355  ※小児内科のみ
毎夜間  受付 19：00～翌朝 5：45

【日曜・祝日・年末年始（12/29 ～ 1/3）は、
上記のほかに、9：00～ 16：45も受付】　

休日夜間急病診療所（健康管理センター内）
 ☎（239）2020

日曜・祝日・年末年始（12/29 ～ 1/3）
受付 19：00～ 21：45　内科・歯科

24 時間受付・年中無休（佐倉市管工事組合）
☎（485）8660

▶番組の一部を YouTube 佐倉市公
　式チャンネルでもご覧いただけます。
　http://www.youtube.com/user/
　TheSakuraCity

11
月
12
日
㈯
〜
25
日
㈮
は

『
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
』期
間
で
す

■
一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
を

　
夫
婦
間
や
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
暴

力
を
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）と
い
い
ま
す
。
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

は
相
手
の
人
権
を
踏
み
に
じ
る
行

為
で
あ
り
、
絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ

ん
。
被
害
を
受
け
て
い
た
り
、
受

け
て
い
る
人
を
知
っ
て
い
る
場
合

に
は
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
窓
口
相
談
（
無
料
）】

▼
児
童
青
少
年
課
☎（
４
８
４
）

６
２
６
３ 

平
日　

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
ミ
ウ
ズ
（
レ
イ
ク
ピ
ア
・

ウ
ス
イ
３
階
）
☎（
４
６
０
）

２
５
８
０ 

金
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
（
第
３
金
曜
日
の
み
午

後
２
時
〜
８
時
）
要
申
し
込
み

【
電
話
相
談
（
無
料
）】

▼
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
Ｄ

Ｖ
相
談
専
用
）

☎（
４
８
３
）
０
７
１
１

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
毎
週
火
曜
日
面
接
相
談
あ
り

（
予
約
制
）

▼
女
性
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
千

葉
市
）
☎（
２
０
６
）
８
０
０
２ 

24
時
間
受
付

※
面
接
相
談
あ
り（
要
申
し
込
み
）

▼
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

開
設
期
間　
11
月
14
日
㈪
〜
18
日

㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
、

11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
５
時

■
暴
力
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て

ミ
ウ
ズ
の
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動
は
、
暴

力
撲
滅
へ
の
思
い
や
暴
力
の
下
に

身
を
置
い
て
い
る
人
々
に
勇
気
を

与
え
た
い
と
の
願
い
を
込
め
て
、

紫
の
リ
ボ
ン
を
飾
っ
た
り
身
に
付

け
た
り
す
る
運
動
で
す
。
ミ
ウ
ズ

で
は
、
こ
の
運
動
に
賛
同
し
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

❀
リ
ボ
ン
作
成
に
ご
協
力
を

11
月
30
日
㈬
ま
で
の
間
、ミ
ウ
ズ
、

各
保
健
セ
ン
タ
ー
、市
内
図
書
館
、

公
民
館
な
ど
に
リ
ボ
ン
作
成
キ
ッ

ト
を
設
置
し
ま
す
。
作
り
方
は
、

リ
ボ
ン
を
ま
る
め
て
ホ
チ
キ
ス
で

留
め
る
だ
け
で
す
。
リ
ボ
ン
作
成

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
に

作
っ
て
い
た
だ
い
た
リ
ボ
ン
は
、

そ
の
後
１
枚
の
キ
ル
ト
に
仕
上
げ

て
ミ
ウ
ズ
に
設
置
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
男
女
平
等
参
画
推

進
セ
ン
タ
ー
ミ
ウ
ズ 

（
レ
イ
ク
ピ

ア
・
ウ
ス
イ
３
階
）

☎（
４
６
０
）２
５
８
０ 

℻（
４
６
０
）２
５
８
２

ご
存
じ
で
す
か
？

「
人
権
擁
護
委
員
」

　

市
町
村
の
推
薦
を
受
け
た
民

間
の
か
た
が
、
法
務
大
臣
の
委

嘱
を
受
け
て
職
務
に
当
た
る
人

権
擁
護
委
員
。
市
民
か
ら
人
権

相
談
を
受
け
た
り
、
子
ど
も
た

ち
に
人
権
の
大
切
さ
を
伝
え
る

な
ど
、
人
権
尊
重
の
意
識
を
地

域
に
広
め
る
た
め
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

【
人
権
擁
護
委
員
な
ど
に
よ
る

相
談
窓
口
（
無
料
）】

▼
人
権
週
間
の
期
間
中
、

人
権
相
談
所
を
開
設

日
時 

12
月
５
日
㈪
〜
９
日
㈮
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
（
土
・
日

は
除
く
）  
申
し
込
み
不
要

場 

問 
千
葉
地
方
法
務
局
佐
倉

支
局（
表
町
）

☎（
４
８
４
）１
２
２
２

▼
法
律
・
人
権
・
行
政
相
談

日
程 

月
３
回
（「
こ
う
ほ
う
佐

倉
」１
日
号 

暮
ら
し
の
相
談
に

掲
載
）
※
電
話
相
談
不
可
・
予

約
優
先
・
当
日
会
場
申
込
み
可

時
間  

午
前
10
時
〜 

場
所 

ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐

倉
（
11
月
29
日
㈫
に
つ
い
て
は

志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

問 

自
治
人
権
推
進
課

☎（
４
８
４
）６
１
２
８

 

み
ん
な
で
築
こ
う 

人
権
の
世
紀

12
月
４
日
㈰
〜
10
日
㈯
は
「
人
権
週
間
」

　
人
権
と
は
、
人
間
の
尊
厳
に
基
づ
い
て
各
人
が
持
っ
て
い
る

固
有
の
権
利
で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
々
が
個
人
と
し
て
の
生
存

と
自
由
を
確
保
し
、
幸
福
な
生
活
を
営
む
た
め
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
権
利
で
す
。
誰
も
が
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
思
い
や
り
の
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

佐
倉
市
戦
没
者
追
悼
式
の
ご
案
内

　
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
先
の
大
戦
が
終
結

し
、
71
年
の
年
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

市
で
は
戦
没
者
お
よ
び
戦
災
犠
牲
者
を
追
悼

し
、
平
和
を
祈
念
す
る
式
典
を
行
い
ま
す
。
ご
遺

族
の
か
た
な
ど
に
よ
る
献
花
や
、
青
菅
小
学
校
児

童
の
合
唱
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

市
内
在
住
の
ご
遺
族
の
か
た
に
は
、
案
内
状

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
届
い
て
い
な
い
か
た

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

※
当
日
は
市
役
所
忠
霊
塔
を
開
門
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　

社
会
福
祉
課
☎（
４
８
４
）６
１
３
５

ご予約・お問い合わせ　佐倉市王子台１－ 16　☎（461）6221
●
安
田
成
美
出
演 

演
劇
「
挽
歌
」　
あ
の
震
災
か
ら
５
年
。
復
興

へ
の
長
い
道
の
り
を
苦
し
み
な
が

ら
も
前
を
向
き
歩
き
出
す
人
々
の

物
語
。

出
演
：
安
田
成
美
、
高
橋
長
英 

ほ
か

12
月
10
日
㈯
午
後
２
時
開
演　

全
席
指
定
３
９
０
０
円

●
親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
・コ
ン
サ
ー
ト　

　
親
子
で
楽
し
む
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
。
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ

ん
も
大
歓
迎
。「
そ
り
す
べ
り
」「
ス

ケ
ー
タ
ー
ズ
・
ワ
ル
ツ
」
な
ど
を
お

贈
り
し
ま
す
。

12
月
23
日（
金
・
祝
）
午
後
１
時
開
演

全
席
指
定
５
０
０
円

●
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

「
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」　

指
揮
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
ア
ン
ト
ン
・
ソ
ロ
コ
フ（
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団

第
一
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
）、ソ
プ
ラ
ノ
：
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
ゲ
ー
ベ
ル

平
成
29
年
１
月
８
日
㈰
午
後
２
時
開
演

Ａ
４
９
０
０
円 

Ｂ
４
５
０
０
円 

学
生
３
７
０
０
円

●
木
管
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
団
体
募
集

２
月
25
日
㈯
開
演
時
間
未
定 

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細
は
、
市

民
音
楽
ホ
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

●
ク
ミ
コ 

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
７

３
月
20
日（
月
・
祝
）午
後
３
時
30
分
開
演

Ａ
４
０
０
０
円 

Ｂ
３
５
０
０
円

講
師
を

派
遣
を
し
ま
す

対
象　

10
人
以
上
の
市
民
グ

ル
ー
プ
が
開
催
す
る
、
男
女

平
等
参
画
分
野
の
学
習
会

《
テ
ー
マ
例
》

□
地
域
や
子
育
て
、
介
護
な

ど
へ
の
男
女
の
参
加
支
援

□
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）

□
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

□
Ｄ
Ｖ
や
性
暴
力
に
関
す
る

問
題
、
男
女
の
人
権　
な
ど

※
参
加
者
か
ら
料
金
を
徴
収
す

る
も
の
、
営
利
・
宗
教
・
政
治

目
的
の
も
の
な
ど
は
対
象
外

申 
問 

自
治
人
権
推
進
課

☎（
４
８
４
）
１
９
４
８

℻（
４
８
４
）
１
６
７
７

 jich
ijin

ken
@
city.

sakura.lg.jp

日
時
　
11
月
25
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜

場
所
　
市
民
音
楽
ホ
ー
ル
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